
平
城
京
と
葬
地

金

子

裕

之

は
じ
め

に

和
銅
三

(七

一
〇
)
年
三
月

都
は
藤
原
の
地
を
離
れ
、
新
た
に
営
ま
れ
た
平

城
の
地

へ
遷

っ
た
。
都
城
の
建
設
は
単
に
建
築
学
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
都
に
ふ

さ
わ
し
い
土
地
の
選
定
に
始
ま
り
、
都
城

全
域
の
河
川
管
理
や
排
水
計
画

・
整
地

と
い

っ
た
土
木
工
学
、
交
通
路
網
の
整
備
ま
で
も
含
む
広
汎
な
総
合
体
系
を
要
し

た
。
標
題
の
葬
地
の
設
定
も
そ
の

一
還
で
あ

っ
た
。

平
城
京
の
葬
地
に
関
す
る
記
録
は
知
ら
れ
な
い
が

『養
老
喪
葬
令
』
に
は

「
凡

(
1

)

そ
皇
都
及
び
道
路

の
側
近
に
は
並
に
葬
り
埋
め
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
あ
る
。
こ

れ
は

『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
の
詔

「
凡
そ
畿
内
よ
り
諸
々
の
国
々
に
至
る
(
2

)

ま
で
に
、

一
所

に
定
め
て
収
め
し
め
、
汚
臓
慮
々
に
散
じ
埋
む
る
こ
と
を
得
じ
」

と
理
念
的
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
禁
令

の
存
在
か
ら
み
て
、
律

令
国
家

の
手
に
よ

っ
て
平
城
京
周
辺
に
葬
地
が
設
定
さ
れ
た
と
の
推
測
を
可
能

に

す
る
。
都
城
周
辺
の
葬
地
が
律
令
国
家
に
よ

っ
て
意
識
的

に
設
定
さ
れ
た
と
す
る

と
、
都
城
と
葬
地
の
関
係
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
そ
の
都
城
が
も

つ
特
質
を
明
ら

か
に
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
小
稿
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ま
ず
平
城
京

の
葬
地
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

平
城
京
の
葬
地
に
つ
い
て
は
、
和
田

葦

・
岸

俊
男
両
氏
の
優
れ
た
考
察
が

あ
る
。
和
田

華
氏
は
、
平
城
京
で
は

『
喪
葬
令
』
皇
都
条

に
規
制
さ
れ
、
葬
地

が
京
外

に
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
。
こ
の
葬
地
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
三

ケ
所
ー
北
京
極
の

一
条
通
り
以
北
の
奈
良
山
丘
陵
、
外
京
東
の
春
日
野

・
高
円
山

と
京
西
方

の
生
駒
谷
1
に
、
新
た
に
外
京
の
五
条
六
坊
南
側
の
能
登
川
の
氾
濫
原

(
3
)

を
加
え
る
べ
き
と
さ
れ
た
。
岸

俊
男
氏
は
、
太
安
萬
侶
墓
の
発
見

に
関
連
し
て

論
じ
た
。
外
京
東
の
丘
陵
地
帯
の
葬
地
を
和
田
説
な
ど
通
説
と
は
別

に
、
高
円
山

東
の
田
原
里
に
求
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
は
、
平
城
京
を
挾
ん
で
西
の
生
駒
谷

の
葬
地
と
地
理
的
に
対
応
す
る
と
指
摘
、
ま
た
、
京
北
の
葬
地
は
天
皇
陵
や
有
力

貴
族
の
墓
が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
格
が
高
く
、
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
東
方
の
葬

(
4

)

地

は

格

が

下

が

る

こ
と

を

明

ら

か

に
さ

れ

た

。

以

上

か

ら

、

平

城

京

の
葬

地

は
、
京

の
東

・
北

・
西

の
丘

陵

地

帯

に
あ

る

こ
と

、

重

要

で
あ

っ
た

の
は

京

北

の
地

で
あ

る

こ

と
、

な

ど

が

明

ら

か

と
な

っ
た
。

北

方

(
5

)

を
重
視
す
る
こ
と
は
、
の
ち
の
嵯
峨
天
皇
の
遺
詔

「山
北
幽
僻
不
毛
地
」
を
択
ん
(
6

)

で
葬
る
こ
と
や
、
墓
地
は
北
方
勝
地
を
取
る
べ
き
と
し
た
天
台
座
主
良
源
の
遺
告
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に
も
共
通
し
た
思
想
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
北
方
は
平
安
京
葬
地
の
実
態
か
ら

み
て
、
京

(宮
)
の
真
北
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
莫
然
と
京
の
北
を
指
す
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
次

に
み
る
平
城
京

に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

近
年
の
平
城
京
と
周
辺
の
発
掘
調
査

に
よ

っ
て
、
平
城
京
の
葬
地

に
は
、
な
お

つ
け
加
え
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
和
田
葦
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
平
城

京
の
葬
地
は
先
向
す
る
藤
原
京
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
が
、
両
者
の
関
係

に
つ
い

て
は
審
ら
か
で
な
い
。
日
本
都
城

の
葬
地

の
淵
源
に
関
し
て
は
、
和
田
氏
が
前
掲

論
文

で
分
析
さ
れ
た
が
、
同
氏
の
主
た
る
関
心
は
倭
京

・
藤
原
京
の
そ
れ
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
平
城
京

に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
従

っ
て
、
小
稿
で
は

こ
う
し
た
先
学
の
業
蹟

に
導
か
れ
つ
つ
、
平
城
京
葬
地
の
淵
源
に
つ
い
て
も
検
討
を

加
え
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
問
題
点
に
も
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

平
城
京

の
葬
地

、「

奈
良
盆
地
の
八
世
紀
墳
墓
の
分
布

平
城
京
の
葬
地
を
述
べ
る
に
は
平
城
京
周
辺
だ
け
で
な
く
、
広
く
奈
良
盆
地
の

同
時
代
墳
墓
の
分
布
に
ま
で
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代

の
墳
墓
は

大
半
が
偶
然
の
機
会
に
発
見
さ
れ
、
研
究
者
の
目
に
触
れ
ぬ
ま
ま
消
滅
し
た
例
も

(
7

)

(
8

)

多
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
小
島
俊
治

・
黒
崎
直
氏
等
の
努
力
に
よ

っ
て
今

日
迄
四
十
四
カ
所
余
り
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
も
と

に
作
成
し
た
の
が
第

一
図
で

あ
る
。
こ
の
図
に
は
藤
原
京
の
葬
地
を
考
え
る
手
懸
り
と
し

て
、
七
世
紀
代
の
例

と
、

い
わ
ゆ
る
終
末
期
古
墳
、
さ
ら
に
平
城
廃
都
後
の
状
況
を
知
る
た
め
に
、
九

世
紀
代
に
降
る
例
も
図
示
し
た
。
第

一
図
に
よ
る
と
八
世
紀
墳
墓
の
分
布
は
、
盆

地
に
沿

っ
た
丘
陵
周
縁
及
び
高
原
地
帯
に
分
布
し
、
地
域
的
に
少
な
く
と
も
九
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
地
方
平
野
部
は
発
見
例
が
少
な
く
、
平
城
京
の
南

に
接

し
た
河
川
敷
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
、
平
城
京
に
居
住
し
た
貴
族

.

官
人

・
庶
人
の
葬
地
を
判
別
す
る
に
は
、
そ
の
地
理
的
位
置
と
と
も
に
被
葬
者

の

(
9

)

性
格
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
手
懸
り
が
墓
誌
で
あ
る
。
奈
良
盆
地
の
八
世

紀
墳
墓
の
う
ち
墓
誌
を
伴

っ
た
例

に
は
、
文
祢
麻
呂
墓

・
威
奈
大
村
墓

・
道
薬
墓

・
山
代
忌
寸
真
作
墓

・
太
安
萬
侶
墓

・
小
治
田
安
萬
侶
墓

・
美
努
岡
萬
墓

・
行
基

墓
の
八
ケ
所
が
あ
り
、
第

一
表

に
、
そ
の
発
見
地

・
被
葬
者
の
死
亡
年
月

・
経
歴

・
居
住
地
な
ど
を
ま
と
め
た
。

こ
の
表
か
ら
、
平
城
遷
都
以
前
の
文
祢
麻
呂

.
威

奈
大
村
墓
は
藤
原
京
の
葬
地
を
示
す
可
能
性
が
あ
り
、
山
代
忌
寸
真
作
墓
誌
は
発

見
地
が
和
歌
山
県
境
に
近
い
奈
良
県
五
条
市
で
、
地
理
的

に
離
れ
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
、
と
も
に
除
外
す
る
。
残
る
五
例
を
地
域
的
に
整
理
す
る
と
、
平
城
京
東
方
ー

太
安
萬
侶
墓

・
道
薬
墓

・
小
治
田
安
萬
侶
墓
、
平
城
京
西
方
i
美
努
岡
萬
墓

・
行

基
墓
と
な
る
。
前
者
の
う
ち
道
薬
は
大
楢
君

一
族
で
あ
る
。
大
楢
氏
は
渡
来
系
氏

族
で
、
現
天
理
市
楢
町
付
近
を
本
拠
地
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
佐
井
寺
も
三
輪
町

(
10

)

狭
井
社
付
近

に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
道
薬
は
平
城
京
の
葬
地
と
は
関
係
せ
ず
、
本

貫
地
の
近
く

に
埋
葬
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
疑
問
と
し
て
お
こ
う
。

従

っ
て
、
平
城
京
東
方
の
葬
地
と
し
て
太
安
萬
侶
墓
の
田
原
里
周
辺
と
、
小
治
田

安
萬
侶
墓
の
あ
る
都
祢
盆
地
を
考
え
る
。
西
方

の
葬
地
に
つ
い
て
は
、
美
努
岡
萬

・i
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第一表 奈良盆地発見の墓誌

備考の文章は、墓誌中の文章に拠る

墓
な
ど
が
あ
る
生
駒
谷
と
い
う
従
来
の
説
に
従

っ
て
お
こ
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
平
城
京
の
葬
地
は
、
分
布
図

か
ら
も
、
大
ま
か
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
北

・
東

・
西
の
三
方
を

さ
ら
に
検
討
し
、
新
た
に
つ
け
加
え
る
べ
き
京
南
辺
の
葬
地
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

口

京
北
方
の
葬
地

京
北
方
の
葬
地
は
、
さ
ら
に
東
と
西
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
側
、
す
な

は
ち
、
外
京
の
北
方
、
現
在
の
奈
良
市
法
蓮
町

・
奈
良
阪
町
に
広
が
る
佐
保
山
丘

陵
は
、
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
貴
族
の
葬
地
で
あ

っ
た
。

『績
日
本
紀
」
『万

(12
)

(
13

)

葉

集

」

『
家

伝

」

『
公

卿
補

任

」

等

の
記
事

に
よ

る

と

、

元

明

・
元
正

・
聖

武

の

(
14

)

(15

)

(
16

)

各
天
皇
、
仁
正
皇
太
后

(光
明
子
)
、
太
皇
大
后
宮
子
、
藤
原
不
比
等
、
武
智
麻

(17
)

(
18

)

(
19

)

(
20

)

呂
、
飯
高
宿
祢
諸
高
、
大
伴
家
持
の
亡
妾
、
大
伴
書
持
等
の
葬
送
地
あ
る
い
は
火

(
21

)

葬
地
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
天
析
し
た
聖
武
の
皇
子
の
墓
と
さ
れ
、
隼
人

な

ほ

(
22

)

石

で
有
名
な
那
富
山
墓
も
あ
る
。
佐
保
山
丘
陵
の
西
縁
近
く
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の

(
23

)

東
北
方

に
あ
た
る
奈
良
阪
町
で
、
須
恵
器
の
蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
、
内
部
に
萬
年

通
宝
二
、
神
功
開
宝
三
と
墨
片
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
須
恵
器
の
様
式
か
ら
、
そ

の
年
代
は
奈
良
末
と
い
う
。
ま
た
、
詳
細
は
不
詳
だ
が
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

こ
こ
か
ら
北
約

一
粁
の
国
鉄
操
作
場
予
定
地
か
ら
は
何
基
か
の
火
葬
墓
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
葬
地
は
、
現
在
関
西
線

・
国
道
二
十
四
号
線
バ
イ
パ
ス
の
走
る

(
24

)

谷
で
切
れ
、
西
側

に
は
績
か
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
後
述
の
よ
う
に
重
要
な

意
味
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
お
き
た
い
。

西
の
群
は
宮
城
の
西
北

に
あ
た
る
。
平
城
宮
の
北
々
西
約
三

・
五
粁
の
奈
良
山
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丘
陵
、
京
都
府
と
の
県
境

に
石
の
カ
ラ
ト
古
墳
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
上
円
下
方

墳
で
、
下
方
部
の

一
辺
が

=
二
・
七
米
を
測
る
。
内
部
主
体
は
凝
灰
岩
切
石
を
用

い
た
高
松
塚
型
の
石
室

で
、
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
副
葬
品
は
銀
装
太
刀
の

一
部
、

金

・
銀

・
コ
ハ
ク
の
玉
が
あ

っ
た
。
古
墳

の
築
造
年
代
は
、
墳
丘
や
墓
道
出
土

の

(
25
)

土
器
か
ら
み
て
八
世
紀
前
半
と
考
え
る
。
古
墳
の
位
置
と
規
模
か
ら
み
て
、
被
葬

者
は
か
な
り
高
位
者
と
推
定
で
き
る
。
石

の
カ
ラ
ト
古
墳
の
西
南
、
沖
積
地
を
隔

(
26
)

て
た
、
奈
良
市
押
熊
町
と
秋
篠
町
で
は
火
葬
蔵
骨
器
が
出
土
。
押
態
例

の
出
土
状

況
は
、
人
骨
を
お
さ
め
た
蓋

つ
き
壷
を
土
師
器
高
杯

に
の
せ
、
さ
ら
に
須
恵
器
大

甕
に
お
さ
め
て
い
る
。
そ
の
年
代
は
八
世
紀
中
葉
頃
と
推
定
。秋
篠
町
西
山
例
は
、

秋
篠
寺
西
の
丘
陵
尾
根
で
発
見
さ
れ
、
土
師
器
の
甕
で
、
蓋
が
あ
り
、
和
同
開
弥

(
27

)

二
枚
が
副
葬
し
て
あ

っ
た
。
年
代
は
八
世
紀
前
半
で
あ
ろ
う
。
こ
の
発
見
地
周
辺

は
炭
化
物
等
が
散

っ
て
お
り
、
火
葬
墓
群
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

宝
亀
元

(七
七
〇
)
年
八
月
八
日
に
没
し

た
称
徳

(考
謙
)
天
皇
の
陵
は
鈴
鹿
王

の
旧
宅
を
山
陵
と
し
た
も
の
で
、

『績
日
本
紀
」
同
十

一
日
条

に

「大
和
国
添
下

郡
佐
貴
郷
高
野
山
陵
に
葬
る
」
と
あ

っ
て
、
こ
の
西
群
に
含
ま
れ
よ
う
。
現
在
、

(
28

)

宮
内
庁
治
定

の
山
陵
は
前
方
後
円
型
を
呈
し
、
埴
輪
片
が
採
集
で
き
る
。
(
29

)

こ
こ
で
問
題
と
な
る
も
の
に
奈
良
市
平
松
町
発
見
の
蔵
骨
器
が
あ
る
。

一
九
七

六
年
、
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坊
に
あ
た
る
平
松
町

・
五
条
町
の
発
掘
で
四
間

二
間
の
東
西
棟
建
物
の
南
側
柱

の
柱
掘
形
と
重
複
し
た
土
墳
か
ら
有
蓋
の
薬
壷
形

須
恵
器
が
出
土
。
壷
内
部

に
は
和
同
開
称
四
枚
、
筆
管
、
墨
挺
、
及
び
徴
少
の
骨

え
な

片
と
絹
織
物
が
あ

っ
た
。

こ
れ
は
当
初
蔵
骨
器
と
さ
れ
た
が
、
胞
衣
を
納
め
る
壷

(
30
)

中
に
銭
、
筆
、
墨
を
納
め
る
習
俗
が

『玉
蘂
」
や

『御
産
所
日
記
」
に
み
え
、
本

例
は
胞
衣
壷
の
可
能
性
が
高
く
、
割
愛
し
た
。
ま
た
、
小
島
俊
治
氏
は
奈
良
市
七

条
町
で
も
蔵
骨
器
ら
し
き
も
の
が
出
土
し
た
と
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

日

京
東
方
の
葬
地

一
九
七
九
年
、
奈
良
県
此
瀬
町
で

『古
事
記
」
の
編
者
太
安
萬
侶
の
墓
誌
が
発

(
32

)

見
さ
れ
、
平
城
宮

の
東
南
約
八

・
五
粁
の
田
原
里
が
平
城
京
の
葬
地
と
判
明
し
た
。

安
萬
侶
墓
は
傾
斜

の
強
い
丘
陵
の
南
傾
斜
面

に
あ
り
、
尾
根
側
に
直
径
四

・
七
米

程
の
弧
状
の
溝
を
め
ぐ
ら
せ
、
低
い
墳
丘
を
築
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
内
部
に

一

辺

一
・
七
米

の
方
形

の
土
墳
を
掘
り
、
火
葬
骨
を
お
さ
め
た
木
櫃
の
周
囲
に
木
炭

を
墳
め
、
上
部
を
版
築
土
で
お
お
う
。
墓
誌
は
木
櫃
の
下
部
に
下

に
向
け
て
お
さ

め
て
あ

っ
た
と
い
う
。
安
萬
侶
墓
の
発
見
を
契
機
に
、
周
辺
の
聞
き
取
り
と
踏
査

が
行
わ
れ
、
過
去

に
、
蔵
骨
器
が
四
カ
所
、
火
葬
墓
が
万

所
発
見
さ
れ
た
こ
と
、

(
33

)

北
方

一
粁
の
誓
多
林
町
で
も
火
葬
墓
の
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
安

(
34

)

萬
侶
墓
の
西
方

に
天
智
天
皇
第
七
皇
子
施
基
皇
子
田
原
西
陵
が
あ
る
。
施
基

(志

貴
)
皇
子
は
霊
亀
二

(七

一
六
)
年
に
没
し
、
『
万
葉
集
」
巻
二
ー
二
三
〇

に
笠
金

村
の
挽
歌
が
あ
り
、
春
日
山
麓
を
ゆ
く
葬
列
の
様
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

東
方

に
は
光
仁
天
皇
田
原
東
陵
が
あ
る
。
光
仁
天
皇
は
施
基
皇
子
の
子
で
天
応
元

(七
八

一
)
年

一
二
月
没
、
翌
年
広
岡
山
陵
に
葬
ら
れ
た
が
、
延
暦
五
(七
八
六
)

(
35

)

年
、
施
基
皇
子
の
墓
が
あ
る
こ
の
地
に
改
葬
さ
れ
た
。
新
羅
の
僧
尼
理
願
も

『
万

(
36

)

葉
集
』
巻
三
ー
四
六
〇
収
載
歌
か
ら
こ
の
地
に
葬
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

平
城
京
か
ら
こ
の
田
原
里

に
至
る
に
は
、
高
円
山
北
の
石
切
峠
を
越
え
た
と
想
定
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(
37

)

さ

れ

て

い

る

。

つ

け

太
安
萬
侶
墓
の
東
南
約
九
粁
、
都
祁
盆

地
の
西
寄
現
在
都
祁
水
分
神
社

の
あ
る

都
祁
村
甲
岡
の
独
立
丘
南
斜
面
に
小
治
田
安
萬
侶
墓
が
あ
る
。
墓
の
発
見
は
明
治

末
年

で
、
調
査
は
約
四
〇
年
後
の

一
九
五

一
年

に
行
わ
れ
た
。
そ
の
報
告
か
ら
墓

の
築
成
過
程
を
復
原
す
る
と
、
墓
は
掘
込
地
業
を
行

っ
た
も
の
で
、
地
山
を

一
辺

約
三

・
五
米
の
方
形
に
掘
り
く
ぼ
め
、
基
底
部
に
は
玉
石
を
敷
き
、
そ
の
上
に
炭
ま

じ
り
の
土
と
粘
土
を
互
層

に
版
築
。
墳
斤
は
半
丘
状
に
盛
り
上
げ
て
土
墳
を
穿

っ

た
の
ち
、
火
葬
骨
を
納
め
た
木
櫃
と
墓
誌
三
枚
を
置
き
、
墳
斤
版
築
上
の
周
縁
に

三
彩
陶
器
や
銀
銭
等
の
副
葬
品
を
お
い
た
よ
う
で
あ
る
。
木
櫃
の
位
置
は
掘
込
部

(
38

)

の
中

心

と

は

一
致

せ
ず

、

中

央

よ

り

北

側

に
ず

れ

て

い
た

。

こ

の
築

成

過

程

は

、

(
39

)

最
近
発
見
の
天
理
市
杣
之
内
火
葬
墓
と
似
た
工
法
で
、
終
末
期
古
墳
の
そ
れ
と
近

縁
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
安
萬
侶
墓
に
隣
接
し
た
畑
か
ら
数
十
枚
に
の
ぽ

る
和
同
銀
銭
が
出
土
、
近
く
に
安
萬
侶

一
族
の
墓
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て

(
40

)

い
る
。
こ
の
安
萬
侶
墓
の
周
辺

一
・
五
～
二
粁
に
は
奈
良
時
代
の
墳
墓
が
数
箇
所

ゆ

う

あ
る
。
た
と
え
ば
、
西
南
の
都
祁
村
藺
生

に
は
三
彩
、
万
年
通
宝
、
神
功
開
宝
を

(
41

)

伴

っ
た
墓
が
あ
る
。
西
方
の
天
理
市
鈴
原
の
尾
根
南
斜
面
か
ら
須
恵
器
の
有
蓋
蔵

骨
器
や
土
師
器
甕
に
須
恵
器
の
鉢
を
蓋
と
し
た
蔵
骨
器
な
ど
が
出
土
、
こ
の
付
近

(
42

)

に
多
数

の
墳
墓
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
北
方

の
都
祁
村
針
か
ら
は
和
同
銭

六
〇
～
七
〇
枚
を
副
葬
し
た
土
師
器
の
蔵

骨
器
が
出
土
し
て
い
る
。
同
村

で
は
、

(
43
)

他
に
も
蔵
骨
器
出
土
箇
所
が
あ
る
と
い
う
。
霊
亀
元

(七

一
五
)
年
六
月

「
大
倭

国
都
祁
山
道
を
開
く
」

(『績
日
本
紀
』)

と
あ
り
、
平
城
京
か
ら
こ
の
地
に
至
る

の
は
こ
の
道

に
よ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
京
東
方
の
葬
地
を
考
え
る
時
、
問
題
と
し

て
残
る
の
が
春
日
山
古
墓
で
あ
る
。
自
然
石
で
小
規
模
な
竪
穴
式
石
室
を
築
き
、

マ
ウ
ン
ド
を
も

つ
遺
構
が
現
春
日
大
社
の
鹿
苑
か
ら
飛
火
野
に
か
け
て
六
〇
カ
所

(
44

)

余
り
分
布
す
る
。
こ
の
一
部
を
調
査
し
た
末
永
雅
雄
氏
は
奈
良
時
代
の
古
墓
と
さ
れ

(
45

)

た
。
た
だ
し
、
博
士
は
こ
れ
ら
が
春
日
社
と
近
接
す
る
た
め
、
春
日
社
の
創
祀
と

の
年
代
的
関
係
を
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
が
奈
良
時
代
の
古
墳
と
す
る
と
、
京
外
と
は
い
え
、
春
日
社
と
い
う
平

城
京
の
重
要
な
神
社
の
傍
に
葬
地
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
、
何
ら
か
の
特
殊
な
事

情
を
考
慮
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
最
近
、
中
村
春
寿
氏
は
こ
れ
ら
の
遺
構
が
墓
の

(
46

)

要
件
を
欠
く
点
を
あ
げ
、
祭
祀
終
了
後
の
祭
具
埋
納
遺
跡
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

春
日
山
古
墳

に
関
し
て
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四

京
西
方
の
葬
地

河
内
と
大
和
の
境
を
な
す
生
駒
山
は
東
方
の
田
原
里
な
ど
に
対
す
る
京
西
の
葬

地
で
あ

っ
た
。
現
在

こ
の
地
で
知
ら
れ
る
被
葬
者
は
美
努
連
岡
万
と
大
僧
正
行
基

で
あ
る
。
墓

の
立
地
は
と
も
に
平
城
京
の
西
約
九
粁
、
生
駒
山
脈
の
東
麓
か
ら
派

生
し
た

一
支
丘
上

で
あ
る
。
美
努
連
岡
万
墓
は
暗
峠
道
の
す
ぐ
北

に
接
し
た
生
駒

(
47

)

市
萩
原
町
の
通
称
竜
王
塚
に
あ
り
、
墓
誌
は
縦
二
九

・
七
糎
、
横
二
〇

・
六
糎
の

(48

)

銅
板
で
、

一
行
十
七
字
全
十

一
行

に
銘
文
を
刻
む
。
こ
れ
に
よ
る
と
岡
万
は
天
武

一
三

(六
八
四
)
年
正
月

に
連
姓
を
賜
わ
り
、
大
宝
元

(七
〇

一
)
年
遺
唐
使

の

一
員
と
し
て
粟
田
真
人
等
と
渡
唐
、
霊
亀
二

(七

一
六
)
年
従
五
位
下
を
授
け
、

主
殿
寮
の
長
官
を
歴
任
、
神
亀
五

(七
二
八
)
年

一
〇
月
二
〇
日
六
七
歳
で
死
去

72



し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
没
後
三
年
た
っ
た
天
平
二
年
一〇
月
に
墓
誌
が
作
ら
れ
た
。

(
49

)

美
努
氏
は
元
来
、
河
内
国
若
江
郡
を
本
貫
と
す
る
豪
族
で
、
大
化
前
代
に
は
天
皇

家

の
直
轄
領
で
あ

っ
た
河
内
国
三
野
県
を
管
理
し
た
家
柄
で
あ

っ
た
。
岡
万
は
本

貫
地
を
離
れ
、
京
西
の
葬
地
に
葬
ら
れ
た
。
美
努
岡
万
墓
の
北
○

・
七
粁
の
生
駒

市
有
里
町
竹
林
寺
境
内
に
行
基
墓
所
が
あ
る
。
文
暦
二

(
一
二
三
五
)
年
寺
僧
寂

滅
が
同
墓
所
を
発
掘
、
行
基
の
墓
誌
と
舎
利
な
ど
を
得
た
と
い
う
。
墓
誌
は
径

一

〇
糎
、
高
さ
三
〇
糎
以
上
の
銅
筒
だ

っ
た
ら
し
く
、
現
在
そ
の

一
部
を
残
す
の
み

だ
が
、

「
行
基
大
僧
正
舎
利
瓶
記
」
に
よ

っ
て
全
文
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
題
記

・
名
字

・
世
系

・
紀
歴

・
死
去
の
時
、
所

・
葬
送
の
年
、
所

・

墓
誌
執
筆
年
、
筆
者
名
の
順
に
記
さ
れ
、
こ
の
地
に
葬
ら
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
は
、

天
平
二

一

(七
四
九
)
年
二
月
二
日
右
京
菅
原
寺

で
死
去
、
六
日
後
、
生
馬
山
の

(
50

)

東
陵

に
火
葬
し
た
と
あ
り
、
そ
れ
は
遺
命

に
よ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
他

に
生
駒
山
に
葬
ら
れ
た
有
力
者

に
は
長
屋
王
と
吉
備
内
親
王
が
あ
る
。

『績
紀
』
天
平
元

(七
二
九
)
年
二
月

一
二
日
条

に
、
長
屋
王
が
秘
か
に
左
道
を

学
び
、
国
家
を
傾
け
ん
と
し
た
罪

に
よ
り
自
刃
せ
し
め
ら
れ
、
翌

一
三
日
に

「使

を
遣
し
て
長
屋
王
、
吉
備
内
親
王
の
屍
を
生
馬
山

に
葬
ら
し
む
」
と
あ
る
。現
在
、

生
駒
郡
平
群
町
梨
本

に
二
墓
が
治
定
さ
れ
て
い
る
。

田

都
南
方
の
葬
地

平
城
京
周
辺
の
北

・
東

・
西
の
丘
陵
地
帯
の
他
、
平
野
部
の
河
川
敷
も
葬
地
で

あ

っ
た
。
平
城
京
羅
城
門
の
南
約

一
・
九
粁
、
大
和
郡
山
市
稗
田
で
奈
良
時
代
の

川
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
川
跡
は
、
現
在

の
能
登
川
、
岩
井
川
な
ど
盆
地
東
麓

の
春
日
山

・
三
笠
山
に
源
を
も

つ
川
の
下
流
部
に
あ
た
り
、
京
造
営
時

に
河
道
の

つ
け
換
え
を
受
け
、
京
東
南
隅
付
近
か
ら
条
里
に
対
し
約
四
十
五
度

の
角
度
で
西

南
方
向

に
流
れ
、
東
堀
河
、
佐
保
川
と
合
流
、
さ
ら
に
下

ッ
道
を
越
え
た
の
ち
秋

(
51

)

篠
川

(西
堀
河
)
に
合
流
し
て
大
和
川
に
注
い
だ
。
こ
の
川
底
か
ら
奈
良
末
の
多

量
の
遺
物
と
と
も
に
、
人
骨
二
体
分
が
出
土
。

一
体
は
子
供
で
、
体

の
下
に
横
棒

を

い
れ
て
薦
で
く
る
み
、
頭

に
は
曲
物
を
被
せ
て
い
た
。
検
出
遺
体
は
二
体
分
だ(52
)

が
、
同
様
の
庸
状
の
も
の
が
い
く

つ
か
み
ら
れ
、
他
に
も
遺
体
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
は
埋
葬
と
い
う
よ
り
遺
棄
状
態
に
近
い
が
、
河
原
が
葬
地
の

一
部
で
あ

っ
た

平
安
京
で
も
事
情
は
変
ら
な
か

っ
た
。

『績
日
本
後
紀
』
承
和
九

(八
四
二
)
年

一
〇
月

一
四
日
条
に
、
左
右
京
職
東
西
悲
田
院

に
勅
し
て
料
物
を
給
い
(葛
野
郡
)

嶋
田
河
原
と
鴨
河
原
等
の
燭
艘
を
焼
き
歓
め
し
む
。
惣
五
千
五
百
余
頭
と
あ
る
。

貞
観

=
二

(
八
七

一
)
年
閏
八
月
二
八
日
付
太
政
官
符
で
は
、
葛
野
郡
五
条
荒
木

西
里
六
条
久
受
里
と
紀
伊
郡
十
条
下
石
原
西
外
里
十

一
条
F
佐
比
里
十
二
条
上
佐

(
53

)

比
里
を
百
姓
葬
送
放
牧
之
地
と
定
め
た
。
こ
の
う
ち
紀
伊
郡
の
葬
地
は
西
二
坊
大

(
54

)

路
に
あ
た
る
佐
比
大
路
の
南
、
鴨
川
と
桂
川
の
合
流
部
付
近

に
比
定
さ
れ
る
。

中
世
、

地
蔵
信
仰
の
隆
盛
と
と
も
に
人
口
に
謄
灸
し
た
實
の
河
原
伝
説
は
こ
の

(
55
)

佐
比
の
河
原
を
語
源
と
す
る
。
平
城
京
に
あ

っ
て
も
、

こ
の
紀
伊
郡
の
葬
地
と
位

置
的

に
も
地
理
上
か
ら
も
似
た
京
城
南
の
稗
田
か
ら
西
方

一
帯
の
河
川
敷
が
百
姓

(
56

)

葬
送
地
で
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
平
安
京
に

(
57

)

み
ら
れ
る
京
城
南
辺
の
河
川
敷
の
葬
地
は
平
城
京
の
伝
統
を
引
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

法
を
侵
し
て
葬
地
以
外
の
川
に
死
体
を
遺
棄
す
る
こ
と
は
京
内
で
も
珍
ら
し
い

73



こ
と
で
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
九
条
々
間
路
と
交
叉
す
る
東
堀
河
で
は
奈
良
時
代

(
58
)

末
の
遺
物
、
牛
馬
の
骨
に
混

っ
て
ひ
と
の
頭
蓋
骨
が
出
土
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し

お
お
め

て
想
起
す
る
の
が
神
護
景
雲
三

(七
六
九
)
年
五
月

一
九
日
、
懸
犬
養
姉
女
等
が

(
59

)

称
徳
天
皇
を
呪
誼
し
た
廉
で
配
流
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
呪
誼
は
、
佐
保
川

の
燭
艘
を
宮
内
に
持
ち
こ
み
、

こ
れ
に
天
皇
の
頭
髪
を
貼
り

つ
け
て
行
う
も
の
で

あ

っ
た
。
佐
保
川
は
京
造
営
時
に
流
路
を

つ
け
換
え
ら
れ
、
廃
都
後

に
も
流
れ
が

(
60

)

変

っ
た

が

、

左

京
を

流

れ

る

最

も

大

き

な

河

で
、

『
萬

葉

集

」

に
も

多

く

詠

わ

れ

て

い
る

。

こ

の
事

件

で
は

燭

艘

を

拾

っ
た

位

置

は

不

明

だ

が
、

東

堀

河

の
例

と

あ

わ

せ

、

こ
う

し
た

川

も

常

に
骨

が

転

っ
て

い

る
状

態

に
あ

っ
た

の
だ

ろ

う

。

三

藤
原
京

の
葬
地

平
城
京
と
藤
原
京
の
葬
地
の
違
い
を
明
確

に
示
す
の
は
、
天
武

・
持
統

・
文
武

と
い
う
浄
御
原
宮
と
藤
原
京

の
時
代
の
天
皇
陵
が
京
南
方

の
丘
陵
地
帯
に
位
置
、

あ
る
い
は
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

『
阿
不
幾
乃
山
陵
記
」
に
よ

っ
て
天
武

・

持
統
合
葬
陵
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
檜
隈
大
内
陵
は
、
藤
原
京
中
軸
線

の

(
61

)

南
延
長
線
上
に
位
置
す
る
。

こ
の
西
に
鬼

の
姐
厨
古
墳
、
西
南
に
は
、
発
掘
調
査

(
62

)

に
よ
り
八
角
型
と
判
明
し
、
文
武
天
皇
陵

説
が
有
力
な
中
尾
山
古
墳
、
お
よ
び
壁

画
で
有
名
な
高
松
塚
古
墳
が
あ
り
、
最
近

そ
の
南
で
同
じ
く
壁
画
を
も

つ
キ

ト
ラ

(
63

)

古
墳
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
方
の
真
弓
丘
に
は

マ
ル
コ
山
古
墳

.
牽
牛
塚
古

(
64

)

墳
が
あ
り
、
や
や
西
南

に
離
れ
る
が
、
松
山
古
墳

(高
取
町
)
な
ど
七
世
紀
第
三

1
四
半
期
か
ら
第
四
ー
四
半
期
に
推
定
さ
れ
る
古
墳
が
あ
る
。
文
献
史
料
に
よ
る

と
草
壁
皇
子

(岡
宮
天
皇
)
は
真
弓
丘
陵

(延
喜
式
諸
陵
寮
)
に
、
川
島
皇
子
は

(
65

)

越
智
野

に
葬
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
藤
原
京
域
の
南
お
よ
び
南
西
丘
陵
地
帯
は
、

藤
原
京

の
時
代
の
天
皇
、
皇
子
お
よ
び
貴
族
の
葬
地
と
し
て
、
平
城
京
北
方
の
葬
地

と
対
比
し
う
る
重
要
地
域
で
あ

っ
た
。
で
は
、
藤
原
京
の
葬
地
は
こ
こ
の
み
で
あ

っ
た
か
と
い
う
と
、
平
城
京
同
様
東
方
と
西
方
に
も
想
定
し
う
る
。
ま
ず
東
方
の

葬
地
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
候
補
地
と
し
て
あ
げ
う
る
の
は
、
横
大
路
を

東
に
と
り
伊
賀

へ
通
じ
る
初
瀬
谷

に
沿

っ
た
、
現
在
の
桜
井
市
か
ら
榛
原
町
に
か

け
て
の
斤
陵
地
帯
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
壬
申
の
乱
の
功
臣
で
慶
雲
四
(七
〇
七
)

年
に
没
し
た
文
祢
麻
呂

(書
首
根
摩
呂
)
墓
誌
は
、
藤
原
京
東
方
約

一
五

・
八
粁

(
66

)

の
榛
原
町
八
滝

(宇
陀
郡
内
牧
村
)
か
ら
出
土
。
彼
は
渡
来
人
系
の
西
文
氏
の
出

身
で
、
壬
申
の
乱
の
功
に
よ
り
功
封

一
百
戸
を
賜
い
、
死
後
正
四
位
上
を
賜
位
。

本
貫
地
が
不
詳
と
い
う
点
問
題
が
残
る
が
、
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
埋

葬
年
代
か
ら
み
て
こ
こ
が
藤
原
京
の
葬
地
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

文
祢
麻
呂
墓
か
ら
西
南
五
粁
程
藤
原
京
に
寄

っ
た
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
拾
生
字
城
山

か
ら
は
凝
灰
岩
製
石
櫃
の
外
容
器

に
お
さ
め
た
金
銅
製
蔵
骨
器
が
出
土
し
て
い
る
。

金
銅
製
蔵
骨
器
は
類
例
が
少
な
い
た
め
年
代
決
定
に
は
困
難
が
伴
う
が
、

一
応
七

(
67

)

世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
拾
生
の
西
隣
の
桜
井
市
粟
原
は

『績
日
本
紀
』
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。
同
書
文
武
四
年
三
月
条
に

「道
照

和
尚
物
化
す
。

(略
)
第
子
等
遺
教
を
奉
じ
て
粟
原
に
火
葬
す
。
天
F
の
火
葬
此

よ
り
始
れ
り
」
と
あ
る
。
こ
の
卒
伝
に
は
、
和
尚
は
河
内
国
丹
此
郡
人
也
、
俗
称

一一74一



船
連
と
あ

っ
て
、
こ
の
粟
原
の
地
と
の
関
連
は
不
詳
だ
が
や
は
り
藤
原
京
の
葬
地

と
の
関
連
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

初
瀬
谷

に
沿
う
丘
陵
地
帯
が
藤
原
京
東
方

の
葬
地
と
す
る
想
定
の
傍
証
が

『
万

葉
集
』
挽
歌
で
あ
る
。
こ
の
挽
歌

に
は
葬
送
地
、
火
葬
地
を
意
味
す
る
山
の
名

に

泊
瀬
山
が
七
首
あ
ま
り
登
場
す
る
。
泊
瀬

山
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
に
は
年
代
不
詳
歌

が
多

い
が
、
柿
本
人
磨
の

「土
形
娘
子
火
葬
泊
瀬
山
時
、
柿
本
朝
臣
人
磨
作
歌

一

(
68

)

首
」

(巻
三
-
四
二
八
)
も
含
ま
れ
、
藤

原
京
の
時
代
に
す
で
に
初
瀬
山
が
葬
送

地

の
象
徴
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
藤

原
京
か
ら
榛
原
町
に
か
け
て
は
文
珠
院

西
古
墳
、
舞
谷
古
墳
、
忍
坂
八

・
九
号
墳

、
花
山
西
古
墳
な
ど
七
世
紀
中
葉
か
ら

(
69

)

同
第
W
四
半
期
に
推
定
さ
れ
る
古
墳
が
点

々
と
存
り
、
在
地
努
力
に
よ
る
前
代
以

来

の
葬
地
が
藤
原
京

の
時
代
に
も
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
伝
統
は
平
城
遷

都
後
に
も
続
い
た
。

次
に
西
方
の
葬
地
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
藤
原
京
域
の
南
西
に
接
す
る
橿
原
市

久
米
ジ
カ
ミ
子
遺
跡
で
は
、
火
葬
墓
と
さ
れ
る
炭
化
物
と
須
恵
器
の
入

っ
た
土
墳

九
箇
所
が
検
出
さ
れ
、
伴
出
の
須
恵
器
な
ど
か
ら
、
そ
の
年
代
は
七
世
紀
中
葉
か

(
70

)

ら
末
ま
で
三
期

に
区
分
で
き
る
と
い
う
。

こ
れ
が
、
火
葬
墓
と
し
て
確
実
で
あ
れ

ば
、
藤
原
京
西
方
の
葬
地
と
し
て
類
例
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。
西
方
葬
地
と
し

て
今
ひ
と

つ
候
補
に
あ
げ
る
の
は
、
横
大
路
の
西
、
穴
虫
越
え
に
沿

っ
た
葛
城
山

か
し
ば

東
麓
の
地
域

で
あ
る
。
こ
の

一
画
、
北
葛
城
郡
香
芝
町
穴
虫
字
馬
場
か
ら
は
威
奈

(
71

)

大
村
墓
誌
が
出
土
し
て
い
る
。
威
奈
大
村

は
、
墓
誌
に
よ
る
と
持
統

・
文
武
朝
に

出
仕
し
、
慶
雲
四

(七
〇
七
)
年
四
月
正
五
位
下
越
後
城
司

(守
)
と
し
て
任
地

に
病
没
、
同
年
十

一
月

に
大
倭
国
葛
木
下
郡
山
君
里
狛
井
山
山岡
に
帰
葬
し
た
と
あ

る
。
威
奈
大
村
が
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
地
が
藤
原
京
の
葬
地
で
あ

っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
威
奈
大
村
墓

に
近
接
し
た
穴
虫
字
シ
バ
ヤ
マ
か
ら
は
蔵
骨
器
の

(
72

)

凝
灰
岩
製
の
外
容
器
が
出
土
し
、
ま
た
東
南
に
あ
た
る
加
守
か
ら
は
金
銅
製
蔵
骨

(
73

)

器
が
出
土
、
と
も
に
八
世
紀
代
と
推
定
さ
れ
る
。
藤
原
京
の
葬
地
の
伝
統
が
続
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
武
の
皇
子
で
あ
る
高
市
皇
子
の
墓
は
『
延
喜
式
』

み
た
ち

諸
陵
寮
に

「三
立
岡
墓

高
市
皇
子
在
大
和
国
広
瀬
郡
、
兆
城
東
西
六
町
南
北
四

(
74

)

町
無
守
子
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
馬
見
丘
陵
中
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
京
西
方
の
葬

地
は
こ
の
馬
見
丘
陵
に
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
藤
原
京
の
葬
地
と
し
て
、
従
来

一
般
的
に
説
か
れ
て
き
た
京
南
西
の
古

(
75
)

墳
群
の
他
に
も
、
京
の
東
方
と
西
方

に
も
そ
れ
ぞ
れ
葬
地
を
推
定
し
て
き
た
。
こ

の
藤
原
京
の
葬
地
と
平
城
京
の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
天
皇
陵

の
分
布
が
南

方
か
ら
北
方
に
移
る
と
い
う
顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
平
城
京
の
葬

地
の
原
型
を
藤
原
京

に
求
め
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。

次
に
、
平
城
京
の
葬
地
の
原
型
を
検
討
す
る
た
め
、
奈
良
朝
政
府
が
多
く
の
文

物
、
制
度
を
移
入
し
た
唐
代
の
西
都
長
安
と
東
部
洛
陽

の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。

四

唐

・
長
安
城
と
洛
陽
城
の
葬
地

H

西
都
長
安
の
葬
地

唐
代

の
首
都
長
安
に
お
い
て
、
皇
帝
以
下
庶
民
に
い
た
る
墳
墓
の
地
は
い
か
な
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る
場
所
に
営
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
皇
帝
陵
の
分
布
を
み
て
み
よ
う
。

唐

(六

一
八
～
九
〇
七
)
で
は
二
〇
代

の
皇
帝
が
即
位
し
た
。
こ
の
う
ち
、
初

代
の
高
宗
か
ら
僖
宗

に
至
る
十
八
代
の
皇
帝
陵
は
長
安
北
方
、
関
中
盆
地
の
乾
県
、

礼
泉
県
、
脛
陽
県
、
三
原
県
、
富
平
県
、
蒲
城
県
に
あ
り
、
唐
朝
末
期
の
二
代
の

陵
は
河
南
と
山
東

に
あ
る
。
十
八
代
の
皇
帝
陵
は
関
中

に
あ
る
の
で
、
関
中
十
八

(
76

)

陵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
十
八
陵
の
う
ち
ト

四
陵
は
、
海
抜

一
二
〇
〇
～

一
六
〇
〇

米
の
山
上
に
ト
ン
ネ

ル
を
穿

っ
て
墓
室
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
々
の
陵
は
広
大

な
陵
園
を
も
ち
、
陵
園
の
付
近
に
は
、
太
宗
の
昭
陵
以
降
、
陪
葬
区
が
設
け
ら
れ
、

(
77

)

皇
族
よ
り
文
武
の
勲
臣

に
い
た
る
陪
葬
墓
が
営
ま
れ
た
。
現
存
す
る
陪
葬
墓
は
昭

(
78

)

陵

の

一
六

L

基

を

筆

頭

に
、

一.一八

六

基

に
達

す

る
。

こ

の

よ

う

に
皇

帝

陵

と

そ

の

陪

葬

墓

は

長

安

の
北

方

に
あ

る

が

、

長

安

か

ら

各

陵

ま

で

の
距

離

は
、

直

線

距

離

(
79

)

で
実
に
八
〇
～

一
〇
〇
粁

に
達
す
る
。
ま
た
長
安
の
西
北
、
清
水
の
北

の
威
陽
に

(
80

)

(
81

)

は
武
則
天
の
母
揚
氏
の
順
陵
が
あ
り
、
陪
葬
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
墓

誌
に
は

ヤ
葬
於
京
兆
威
陽
縣
洪
酒
川
之
北
原

(開
元
六
寳
希
賊
神
道
碑
)
な
ど
と

記
し
た
も
の
が
あ
り
、
単

に
威
陽
と
の
み
記
し
た
碑
文

・
墓
誌
を
合
わ
せ
る
と

一

四
近
い
例
が
あ
る

(
『文
苑
英
華
』
に
よ
る
)。

次

に
長
安
近
郊
の
葬
地
を
み
て
み
よ
う
。
長
安
近
郊

に
お
け
る
唐
代
の
墳
墓
数

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
陳
西
省
文
物
管
理
委
員
会
の
報
告

に
よ
る
と
、
建
国
以
来

(
82

)

西
安
地
区
で
発
掘
整
理
し
た
階
唐
墓
が
約

、
、○
O
O
基
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て

西
安
近
郊

の
主
要
葬
地
と
し
て
東
郊
の
韓
森
塞
、
郭
家
灘
、
高
楼
村

の

一
帯
、
西

郊
の
土
門
、
甕
園

一
帯
を
あ
げ

て
い
る
。

こ
の
報
告
は
長
安
近
郊
の
主
要
葬
地
を

発
掘
の
成
果
か
ら
初
め
て
指
摘
し
た
点
で
重
要
だ
が
、
記
述
が
簡
潔
に
す
ぎ
、
長

安
近
郊
の
葬
地
の
旦
ハ体
的
内
容
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
の
資
料
に
よ

っ
て
そ
の
欠
を
補
う
こ
と
に
し
よ
う
。

H

中
国
建
国
以
来
、
各
種
の
考
古
報
告
書
に
報
告
さ
れ
た
唐
代
の
墳
墓
資
料
(
一

部
階
代
を
含
む
)
。
墓
数
約
二
二
九
基
以
上
、
う
ち
伴
出
し
た
墓
誌
の
数
五
二

(
83

)

口

武
伯
倫
氏

が

「
唐
万
年

・
長
安
県
郷
里
考
」
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た
唐
代

の
墓
誌

・
神
道
碑
文
の
う
ち
H
に
み
え
な
い
未
報
告
の
三

一
例

(
84

)

日

愛
后
元
氏

が

鯛
唐
代
両
京
郷
唄
村
考
」

に
お
い
て
各
種
文
献
か
ら
引
用
さ

れ
た
唐
代
の
墓
誌

・
神
道
碑
文
な
ど
九
七
例

四

『文
苑
英
華
」
に
収
載
の
碑
文

・
墓
誌
銘
の
う
ち
、
長
安
周
辺
の
地
名
を
記

し
た
と
判
断
で
き
る
も
の
五
九
例

目
か
ら

四
ま
で
A
口
わ
せ
た
墳
墓
と
墓
誌

・
神
道
碑
文
の
数
は
約

四

一
六
と
な

る
。
こ
れ
は
西
安
周
辺
の
階
唐
墓

の
数
、
約

二
〇
〇
〇
基
の
約
二
割
で
あ
り
、
陳

西
省
文
物
管
理
委
員
会
の
報
告
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
長
安
周
辺
の
葬
地
を
あ
る

程
度
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
詳
細
は
表
二

・
三
に
譲
り
、
以
上
の
資
料
を

地
図
に
投
影
し
た
の
が
第
。
一図
で
あ
る
。
地
図
は
愛
后
氏
が
復
原
さ
れ
た

「長
安

(
85

)

郊
区
郷
比
定
図
」
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
図
は
、
長
安
周
辺
の
墳
墓

分
布
図
と
い
う
よ
り
、
概
念
図
と
表
現
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
中
国
の
遺

跡
地
図
が
未
公
開
の
現
状
で
は
止
む
を
得
な
い
。
図
で
は
、
唐
の
墳
墓
は
長
安
城

の
北

に
接
し
た
地
域
を
除
き
、
周
辺
地
域
に
分
布
す
る
。
長
安
周
辺
の
地
形
は
東

76



騨
裾

ノ
r

郷覇
グ
綴
聾

1

金

甲

光

興延

城

啓
夏
臣

駕

費
3
。

。
＼

'犠

蓉
郷

　

　
　コ
ト雌

＼

善
政
郷郷昆

聰
、教
＼
輿
源
瑠駕

A＼ 、
加 川 郷
V

本図は愛后元氏作成の 「長安郊 区郷比定図」 をもとに、

報告の ある唐代墳墓、 墓誌等の 史料 にみ える葬地 を投影 し
た もの。図中の数字は発見墓の数を示す。 ゴチ ックの郷 名

は愛后氏 によ る比定郷名を示 し、○印明朝 は現地名 を示す。

第二図 長安周辺の葬地概念図

南
が
高
く
、
西
北

に
向

っ
て
傾
斜
し
て
い
る
。
南
側
の
山
か
ら
は
湧
水
、
澄
水
、

薩
水
、
潮
水
等
の
河
川
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
河
川
に
よ

っ
て
開
析
さ

れ
た
平
原
の
多
く
の
場
合
、
南
向
き
の
地
に
唐
代
の
墳
墓
が
営
ま
れ
て
い
る
。
平

原
の
名
称
は
墓
誌
に
よ
る
と
龍
首
原

・
細
柳
原

・
銅
人
原

(城
の
東
北
)
、

長
楽

原

(城
東
)
、

白
鹿
原

(城
東
か
ら
東
南
)
、

鳳
栖

(棲
)
原
、
少
陵
原

(城
の

東
南
か
ら
南
)
、

神
禾
原

(城
南
)
、

高
陽
原

(城
の
西
南
)
、

龍
首
原

・
馬
郎

原

(城
西
)
な
ど
が
み
え
る
。
平
原
は
南
か
ら
北
に
長
く
連
な
る
た
め
、
同
じ
名

が
数
郷
に
ま
た
が
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
白
鹿
原
は
、
洪
原

・
洪
国

・
高
平

・
薩
川
の
各
郷

に
ま
た
が
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
原
の
範
囲
は
か
な
り
曖
昧
で
、

同

一
郷
で
別
の
原
の
名
も
見
ら
れ
る
。
長
安
周
辺
の
墳
墓
の
分
布
が
特
に
濃
い
の

は
城
の
東
北
か
ら
東
南
に
か
け
て
の
地
域
で
、
墓
誌
の
地
名
で
は
銅
人
原

・
白
鹿

原

・
龍
首
原

・
鳳
栖
原

・
少
陵
原
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
先
の
報
告
で
東
郊
の
主
要

葬
地
と
さ
れ
た
韓
森
塞

・
郭
家
灘

・
高
楼
村

一
帯
は
白
鹿
原

に
あ
た
る
。
こ
こ
は

(
86

)

長
安
城
の
通
化
門

(東
面
北
門
)
、
春
明
門
、
(東
面
中
門
)
か
ら
近
い
距
離
に
あ
る
。

こ
の
東
郊
の
葬
地

に
は
、
そ
の
一
部
が
付
表

に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
貴
族

・

官
僚

・
地
主

・
富
商
階
層
の
墓
が
集
中
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

『西
安
郊
区
階
唐

墓
』
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
当
時
大
明
宮

に
近
い
里
坊
に
こ
の
階
層
が
集
中

し
て
お
り
、
白
鹿
原
が
居
住
地
か
ら
至
近
距
離

に
あ
り
、
交
通
の
便
の
よ
い
と
こ

(
87

)

う
か
ら
選
ば
れ
た
と
述

べ
て
い
る
。

他
方
、
長
安
西
郊
の
葬
地
は
第
二
図
に
よ

っ
て
分
布
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
先
に
西
郊
の
主
要
葬
地
の

一
つ
と
さ
れ
た
土
門
は
、
長
安
城
開
遠
門

(西
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(
88

)

面
北
門
)
の
西
に
接
し
た
土
門
村
を
指
す

よ
う
で
あ
る
。
喪
園
は
そ
の
西
方
約
三

粁

に
あ
る
。
両
地
区
の
墳
墓
の
実
態
、
被
葬
者
の
性
格
は
報
告
が
数
例
し
か
な
く

明
ら
か
で
な
い
。

長
安
城
の
西
約

一
〇
粁
、
客
省
庄
、
張
家
坂
で
は
三
九
基
の
唐
墓
が
発
掘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
墓
の
場
合
、
二
、
三
の
例
外
を
除
き
、
大
半
は
墓
の
規
模
が
小
さ

く
、
副
葬
品
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
平
民
階
級
の
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
。
彼
等

は
付
近
の
村
落
の
住
民
か
、
そ
こ
か
ら
比
較
的
近
い
長
安
城
南
半
の
里
坊
の
住
民

か
の
二
通
り
の
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
後
説
の
背
景
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
墳
墓
が
営
ま
れ
た
頃
、
長
安
城
南
半

の
里
坊
が
比
較
的
荒
廃
し
、
居
住
者
の
大

(
89

)

半
が
平
民
階
級
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い
る
。

墓
誌
や
神
道
碑
を
残
し
う
る
階
級
が
、
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
長
安
西
郊
葬
地
の
被
葬
者
の
階
級

は
東
郊

に
く
ら
べ
、
相
対
的
に
低
い
可

能
性
が
あ
る
。

な
お
、

『階
開
皇
令
』
に
は

「在
京
師
葬
者
、
去
城
七
里
外
」
の
条
文
が
あ
り
、

(
90

)

唐
令

に
も
そ
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
表
二
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
城
内

に

少
数
の
墳
墓
が
あ
る
が
、
大
多
数
は
城
外

で
あ
る
。
た
だ
し
、
蘇
思
易
墓
は
興
慶

宮
趾
の
東
南
約
○

・
五
粁
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
る
し
、
西
郊
の
土
門
は
長
安
城
開

遠
門
の
西
約
二
粁

で
あ
る
か
ら
、
距
離
的

に
問
題
が
あ
り
、
年
代
や
そ
の
他

の
条

件
の
吟
味
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

口

東
都
洛
陽
の
葬
地

洛
陽
に
お
け
る
唐
代
の
葬
地
を
知
る
第

一
の
手
懸
り
は
発
掘
報
告
で
あ
る
。
河

南
省
博
物
館
は
洛
陽
市
お
よ
び
周
辺
の
県
で
い
く

つ
か
の
唐
墓
を
発
掘
し
た
と
い

う
が
、
洛
陽
の
葬
地
に
関
す
る
報
告
は
少
な
い
。
洛
陽
城
の
皇
城
内
か
ら
は
麹
挙

(
91

)

墓

(鄭
の
開
明
二
年
)
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
階
唐
宮
城
の
長
楽
門
と
応

天
門
と
の
間
の
南
、
唐

の
四
方
館
と
左
衛
率
府
付
近

に
あ
り
、
王
世
充
が
東
都
留

守
で
あ

っ
た
越
王
楊
伺
皇
泰
帝

の
帝
位
を
纂
奪
し
た
翌
年

(六
二
〇
年
)
に
作
ら

れ
た
。

「鄭
」
は
王
が
建
て
た
国
号
で
あ
る
。
洛
陽
城

の
南
郊
に
あ
る
関
林
で
は
、

唐
墓
三
〇
〇
基
余

り
が
発
掘

さ
れ
た
と
い
う
が
、

報
告
が
あ
る
の
は
僅
か
三
基

(
M
二
・
五
九

・
一
〇
九
)
で
あ
る
。
五
九
号
墓
か
ら
は
優
秀
な
唐
三
彩
の
桶
が
出

(
92

)

土
し
、
M

一
〇
九
号

(盧
夫
人
墓
天
宝
九
、
七
五
〇
)
か
ら
は
、
径
三
〇

.
五
糎

の
金
銀
平
脱
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
関
林
は
階
唐
洛
陽
城
の
南
約
五
里

(二

.
九

(
93

)

粁
)
で
、
龍
門
の
北
方
に
あ
た
る
。
こ
こ
が
洛
陽
の

一
大
葬
地
で
あ
る
こ
と
は
動

か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
階
唐
洛
陽
城
の
南
八
粁
、
龍
門
東
山
北
麓
か
ら
は
、
唐
定

(
94

)

遠
将
軍
安
菩
と
妻
何
氏
の
合
葬
墓

(景
龍
三
、
七
〇
九
年
)
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
洛
陽
老
城
の
西
二
五
里

(約

=
二
・
三
粁
)
の
澗
河
南
岸
に
も
階
唐
墓

(
95

)

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
約
四
〇
基
の
北
朝
お
よ
び
階
唐
墓
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
愛

后
元
氏
は
、
先
の

「唐
代
両
京
郷
里
村
考
」
で
文
献
を
渉
猟
し
、
洛
陽
の
葬
地
に

(
96

)

関
連
し
た
墓
誌

・
神
道
碑
文
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
唐
代
の
遺
文
は

(
97
)

約

一
〇
〇
例
を
数
え
る
。
こ
の
遺
文
の
内
容
を
検
討
し
て
も
、
洛
陽
最
大
の
葬
地

ほ
う

は
、
北
方
の
郎
山
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
郎
山
は
洛
陽
の
北
方
に
、
東
西
に
長
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表

二

長
安
周
辺
発
掘
の
晴

・
唐
墓
と
墓
誌

発

見

地

墓
数
・

m

葬

送

時

墓
主
人

地

位

終
焉
之

地

墓
誌
に

見
る
葬
送
地

備

考

・

出

典

西
安
東
郊
経
五
路緯

十
路南(興慶宮遺趾東南約○・五㎞)

59
M
1

天
宝
四

・

七
四
五

蘇
思
易

銀
青
光
禄
大
夫

萬
年
県
長
楽
原

「
西
安
東
郊
唐
蘇
思
易
墓

清
理
簡報」考古一九六〇1一

西
安
東
郊
経
一

路
北端

南距緯十街延伸段

4

号

開
元
一

六
・

七
二

八

♂
史
氏♀曹莫

萬
年
県
長楽

郷
界
龍
首
之原

「
西
安
東
郊
唐
墓

清
理

記」

考
通一九五六ー六

西
安
東
郊
韓
森
塞付

近

天
宝
四

・

七
四
五

宋

氏

雷
氏
夫
人

「
西
安
韓森

塞
唐
墓
清
理
記」

考

通
一

九
五

七
-
五

〃

09唐

『

8

6

「O

QJ

り
乙「0腐)8【UORUρ∪00Q-～601A濃∪0∩》

開
皇
一

二
・

五

九
二貞観一三・六三九麟徳二・六六五建中三・七八二元和二・八〇七元和七・八一二元和一三・八一八

呂

武段元哲劉宝曹景林董榴揚氏張十八
娘

東
騎
将
軍左衛副率趙君夫人贈揚州大

都
督蘇州長史潤州司馬妻庶人

光
宅
里
私
第

〃

永
昌
里
之
第

大
興
県
寧
安
郷萬年県長楽郷
之
純
化
里長楽郷萬年県薩川郷鄭嘘萬年県長楽郷之平原

〃

龍
首原

長楽

郷
王
柴
村
原

『
西
安
郊
区
階唐

墓」

階

子

6

0

1

B只UOO6ハ00り乙〆515

宝
暦
一

・

八
二

五大和四・八三〇開成二・八三七大中四・八五〇

董

山及李文政董氏何温

潤
州
長
史金吾衛大
将
軍贈朧西郡夫人茂州刺史

潤
州
癬
宅常楽之私
第内院郡舎

萬
年県

薩
川郷

鄭
村萬年県覇城郷南窯
村萬年県崇義郷懐信里

南
銚村

西
安
東
郊
韓
森
塞
西
高
二机福

{
2
号写
開
元
一

七
・

七
二
九天宝一五・七五六

凋
藩
州高元珪

贈
播
州
刺
史左威衛将軍

高
力
十
の

父
「
唐墓

壁
画
」

文参一九五九ー八高力十の兄「陳西省文物清
理

工
作
隊
発
現
唐
代
石棺

等」

文参

一

九
五
五

-
三

西
安東

郊韓

林
案
西
高
八〇三工地

1

号

大
中
一

・

八
四
七

高
克
杁

監
軍
使

高
力
士
の
五

世
描
「

唐
墓
壁

画」文参一九五九-八

西
安
東郊

十
里
鋪
縫
河
之西岸

-
00

1000Q7

(

中
唐)

李

君

「
西
安
東
郊十

里

鋪
三
三

七
号唐墓清理簡報」文参一九五六
1＼

西
安
東郊

距
城
約
十
里
縫河東、白鹿原西麓

階

1

田
徳
元

ノ酬
西
安
郭
家灘

階墓

清
理

簡報

」文参一九五七ー八

西
安
郭家

灘

階

1

大
並
六

・

六
一

〇

姫

威

龍泉

郭
煙
太
守

大
興
県
薩
川
郷
白
鹿
原

「
西
安
郭
家
灘階

姫威

墓
清
理
簡

報
」

文
物
一

九
五

九ー

八
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西
安
郭
家
灘

離
ハ

鉛
四
大
中
二大中一
二

〃

・

唐
長
安
城東北約八華里

多
・

5

0

天
宝
三

〃

つσ

Qゾ

〔U

西
安
白
鹿
原

4陪
・

4

2

人

業
一

一

し
四
基
・

初五基・中

西
安
白
鹿
原

唐
戸

・
八
四

八

鄭
徳
柔

路

復
源

・
七

四
四

(
史
思
禮
)

・
六

一
五

劉
世
恭

五
基

・
中
晩

唐

貞
元

一
七

・
八
〇

一

李

良

斎
州
刺
馬
妻

興
安
里
第

河
南
府
含
曹
参
軍

河
南
宿
舎

萬
年
県
崇
義
郷
白
鹿
原

城
東
白
鹿
原
潅
川
郷
之
原

萬
年
県
白
鹿
原

『
西
安
郊
区
階
唐
墓
』

一
九
六
六

「賓

鶏
和
西
安
付
近
考
古
発
掘
簡

報
」
考
通

一
九
五
五
1

二

「
西
安
郭
家
灘
唐
墓
清

理
簡
報
」

考
通

一
九
五
六
-
六

咽
西
安
白
鹿
原
墓
葬
発
掘
報
告
」

考
学

一
九
五
三
-
三

剛西
安
白
鹿
原
墓
葬
発
掘
報
告

」

考
学

一
九
五
六
-

三

西
安
西
北
国
綿
四
廠

-

濟唐「
乾
兀
一

・

七

亙

八元和一四・八一九長慶三・八二.二

章
令
信李文貞卑失氏

右
龍
武
軍
大
将
軍李文貞の継室

涜
川
里
私
第静恭里

萬
年
県
白
鹿
原萬年県涜川郷
尚
得
村観台里萬年県渡川郷口伝村観台里

馴
西
安
東

郊
三

座
唐
墓
清
里
記
」考与文一九八一-二

西
安
東
郊
モ
家
墳
村
東

盛

唐

「
西
安
東
郊
王
家
墳

清
理
～
一

座唐墓」文参一九五五-九

西
安
東郊

王
家
墳
村

1唐
・

9

0

「

西
安
王
家
墳

村
第
九
〇

号唐

墓清理簡報」文参一九五六-八

西
安
東
郊
高
櫻
村

2唐
・

1
3

1

天
宝
七

・

七
四

八

呉
守忠

羽
村
軍
長
史

威
寧
県
東
原

「

西
安
高
櫻
村唐

代墓

葬
清
理

簡報」文参一九五五ー七

〃

洪
慶

村

凱 開

元
一

四
・

ヒ

ニ

六景雲一・七一〇

慕容

氏李仁

李
仁
妃成王

洛
陽
歓
善
里私第

京
兆
同
人
原京兆郡之銅

人
原

『
西
安
郊
区
階
唐
墓』

一

九
六
六

西
安
東
北
郊
覇橋

区
洪
慶村之南

3
{唐一

神

功
二

・

六
九
八長安三・七〇三景龍三・七〇九長安三・七〇三

独
孤
思
貞元氏独孤思敬揚氏

朝
議
大
夫
乾
陵令独孤思敬夫人朝散大夫独孤思敬継室

官

舎醗泉里
第一豊安里私

第

銅
人
原夫氏之
旧
螢萬年県銅人
郷萬年県銅人原

『
唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
」一九八〇

[
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西
安
東
北
郊
覇
橋
区
洪
慶

村
之
南

西
安
東
南
四
㎞
等
賀
坂
村

北
○

・
八
㎞

西
安
城
南
八
公
里
雁
塔
区

羊
頭
鎮
村
西
曲
江
池
遺
趾

南
岸
西
安
南
郊
羊
頭
鎮
西
南
約

五
〇
〇
飢

西
安
南
郊
三
交
村
新
安
建

材
庁

西
安
南
郊
曹
家
塗
村
東

西
安
南
郊
庸
留
村
西
北
角

西
安
南
郊
嘉
里
村

長
安
県
東
北
二
㎞
章
曲
原

上
南
里
王
村

長
安
郊
郭
杜
鎮

長
安
県
紀
陽
公
社
北
田
村

西

一
〇
〇

肌

西
安
市
玉
祥
門
外
西
帖
大

街
南
五
〇

m

西
安
市
西
郊
南
何
村
西
北

西
安
市
西
郊
三
橋
付
近

唐 唐
11

 

唐

1M

l

M

2

　唐

M

3

M

4

唐

1

唐

1

唐

1

唐

1

唐

1

・
1

唐

1

階

1

唐

1

唐

?

廣
徳
二

・
七
六
四

開
元
二
八

・
七
四
〇

総
章

一

・
六
六
八

開 大 大 顕 景 大 至 威 大 元 麟 龍
元 並 歴 慶 龍 中 徳 享 中 和 徳 朔一 四 一 三 二 四 三 三 八 六 一 二

・
六

六

二

・
六

六

四

・
八

一

一

・
八

五

四

・
六

七

二

・
七

五

八

・
八

五

〇

・
七

〇

八

・
六

八

五

・
七

七

六

・
六

〇

八

・
七

二
一二

韓

氏

楊
思
易

♂
李
爽

♀
鄭
氏

張
楚
賢

王

氏

崔
諦
紘

時

氏

牛
弘
満

唐
寿
王
第

六
女
斐
氏
小
娘

子章

洞

扶
失
奉
節

麗
目
云談

李
静
訓

鮮
干
庭
講

呉
責
夫
人

騨
騎
大
将
軍

銀
青
光
禄
大
夫

張
君
夫
人

中
書
令

斐
氏
夫
人

玄
都
観
主

贈
清
源
県
主

中
宗
章
后
弟

常
楽
府
果
毅

司
夫
監

李
公
四
女

贈
右
領
衛
大
将
軍

颯
善
里
之
第

官

舎

雍
州
之
第

通
軌
里
之
第

長
楽
里

永
興
里
之
私

第(西
崇
坊
)

安
定
里

萬
年
県
龍
首
郷
之
神
鹿
里

雍
州
明
堂
県
界
鳳
栖
之
原

萬
年
県
洪
固
郷
鳳
棲
之
原

京
城
南
方
萬
年
県
鳳
棲
之

原萬
年
県
之
畢
原

萬
年
県
洪
固
郷
李
永
村
口

界威
寧
洪
源
郷
少
陵
原

長
安
里
禦
宿
川
神
禾
原

長
安
城
西
溜
水
南
原

長
安
県
休
祥
里
萬
善
道
場

内長
安
城
之
西
郊

『
西
安
郊
区
階
唐
墓
』

一
九
六
六

…
一

繧

唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
=

「
西
安
羊
頭
鎮
唐
李
爽
墓
的
発
掘

文

物

一
九
五
九
-
三

・

右
と

同

一
か
。

「西
安
南
唐
墓
発

現
壁
画
」
文
参

一
九
五
六
ー
六

㎜…

「
西
安
南
郊

三
交
村
発
現
四
座
唐

墓

」
考
与
文

一
九
八
三
ー
三

「西

安
市
唐
玄
都
観
主
牛
弘
満
墓
」

文
叢

一
九
七
七
-

一
二

「西

安
南
郊
鹿
留
村
的
唐
墓
」

一文
参

一
九
五
八
-

一
〇

「杁

西
安
唐
墓
出
土
的
非
州
黒
人

一陶
桶
説
起

」
文
物

一
九
七
九
-
六

…齢
嶺

鰹

甜
驚

墓
発

突

厭
人
拭
失
思
力

の
子

輔
唐
墓
壁

画

」
文
参

一
九
五
九
i
八

「唐
代
天
文
家
田雀
具
談
墓
的
発
現
」

文
物

一
九
七
八
ー

一
〇

『唐
長
安
城
郊
階
唐
墓
」

一
九
八

一
九

八
〇

「

〃

論

藷
栖
嘱
耐
唐
藩
理
起
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西
安
市
西
郊
二
㎞
土
門
村

付
近

西
安
市
西
郊
小
土
門
村

西
安
市
阿
房
区
西
審
頭
村

西
南
○

・
五
㎞

唐

1

・
2

威

通

一
五

・
八
七
四

蘇
諒
妻
馬

散
兵
馬
使

廣
明

一

・
八
八
〇

師
弘
礼

光
化
二

・
八
八
九

}
中
～
晩
唐

李
令
崇

米
継
芽

西
〃 ノノ ノ!

安
西
郊

張 客 喪 中
家 省 園 塗
坂 庄 村

唐23唐16
{

多 唐
● ● ? 1

22
02
33 一
景 証 盛
龍 経 唐
ニ ー

● ●

七 六
〇 九
八 五

郭 郭 持史
恒 勤那
恒 嵩 砒

加

龍
州
刺
史

豊 長
邑 安

本
表
で
使
用
の
略
号

考

通

:
考
古
通
迅

考

学

:
考
占
学
報

考
与
文

:
考
古
与
文
物

墓
主
人

の

(

)
は
公
表
さ
れ
た
拓
本

が
不
詳
明

で
不
明
瞭

の
も

の

長
安
県
豊
邑
郷

豊
邑
郷
馬
鄙
原

「
西
安
発
現
晩
唐
扶
教
徒
的
漢
婆

嘩
鉢
文
合
壁
墓
誌
i
唐
蘇
諒
妻
馬

氏
墓
誌
ー

」
考
古

一
九
六

四
-
九

馴
両
快
唐
墓

誌
与
唐
末
農

民
起
義
」

考
与
文

一
九

八
三
i

二

こ
の
地
は
西
域
人

の
墓

地
と
い
う
。

π
西
安
市
西
審
頭
村
唐
墓

清
理
記
」

考
古

一
九
六
五
ー
八

「西
安
西
郊
中
爆
村
唐

墓
清
理
簡

報
」
考
古

一
九
六
〇
-
三

『
文
物
考
古
工
作
三
十
年
」

一
九
七
九

『西
安
郊
区
階
唐
墓
」

一
九
六
六

文
参

:
文
物
参
考
資
料

文
叢

:
文
物
資
料
叢
刊
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表

三

長
安
周
辺
発
見
の
唐
代
墓
誌

・
神
道
碑
文

所

載

墓

誌

等

送

葬

地

時

期

備

考

李

思

貞

墓

誌

雍
州萬

年
縣
漣
川
郷
務
政
里
長
楽
原

神
龍
一

・

七
〇
五

武
伯
論
「
唐

万年

、

長安

県郷

里
考」

考
古
学
報
一

九
六
三
-
二

以
下「武氏論文」と略一九五三年西安東郊高楼村出土

史

思

禮

墓

誌

萬
村
縣
潅
川郷

白
鹿
原

天寳

三
・

七
四
四

「
武
氏
論
文
」一九五四年西

安
東
郊
郭

家灘

出土

表
二

ー

=

と
同
一

か

王

訓

墓

誌

萬
年
縣縫

川
郷漉

川
原

大
暦
二
・

七
六
七

金
石
葦
編
巻
九
四

劉

奇

秀

墓

誌

縫
川
郷

貞
元
一

四
・

七
九
八

「
武
氏
論
文」
一

九
五
三
年
西
安東

郊
郭家

灘
出
土

張

榮

恩

墓

誌

長
安
東
縫
川
郷
崇
義
里
鄭
村
北
二
里之地

太
和
九
・

八
三

五

「
武
氏
論
文」
一

九
五
六
年
西
安
東郊

韓森

塞
出土

劉

士

環

墓
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九
・

八
〇
三

「
武
氏
論
文」
一

九
五
五
年
覇
橋
東
南
恵
家村

出土

李

櫓

夫

人

瀟

氏

墓

誌

義
豊
郷
銅
人
原

元
和
七
・

八
一

七

「
武
氏
論
文」

一

九
五

六
年
覇
橋
東
南路

(
魯
)

家湾

出十

李

稜

墓

誌

〃

太
和
七
・

八
三
三

「
武氏

論
文
」

一

九
五

六
年
覇
橋
東
南
紅
(
洪
)

慶
村
出
土

馬

公

神

道

碑

」

萬年

縣銅

人
原

貞
元
一

・

七
八
五

※

文苑

英華

巻
八
九
二

杜

濟

墓

誌

萬年

縣
洪
原
郷
之
少
陵
原

大
暦
一
一
・

七
七
六

顔
魯
公
文
集
(
四
部
叢
刊
本)

巻
八
・
一

〇

績
陳
西
通
志
稿
巻
一

四八

辛

秘

神

道

碑

萬
年
縣
洪
原
郷
之
少
陵
原

元
和
一

五
・

八
二

〇

文
苑
英
華
巻
九
一

五

岐

陽

公

主

墓

誌

萬
年
縣
洪
原
郷
少
陵
原

開成

二
・

八
三

七

〃

巻
九
六
八

杜

顎

墓

誌

萬
年
縣
洪
原
郷
少
陵
西
南
二
里
牧

大中

六
・

八
五
二

※

〃

巻
九
五

八

装

希

先

神

道

碑

長
安
少
陵
原

貞観

七
・

六
三
三

※

〃

巻
九
二

四

章

元

誠

墓

誌

少
陵
原

永泰

二
・

七
六
六

※

〃

巻
九
五
六

徐

府

君

神

道

碑

〃

上
元
三
・

六
七

六

※

〃

巻
八
九
四

薫

公

神

道

碑

〃

長
寿
二
・

六
九
三

※

〃

巻
八
九
五

楊

志

誠

神

道

碑

〃

景
龍
二
・

七

〇
八

〃

巻
九
二

六

章

抗

神

道

碑

京
城
東
南
少
陵
原

開
元
一

四
・

七
二

六

〃

巻
八
九
六

徐

文

賢

神

道

碑

萬
年
縣
之
少
陵
原

開
元
一

七
・

七
二

九

〃

巻
八
九
三

路

太

一

神

道

碑

京兆

府萬

年
縣
少
陵
原

開
元
二
三
・

七
三
五

※

〃

巻
九
三
〇

郭

敬

之

神

道

碑

京
兆
少
陵
原

天
宝

=
二
・

七
五

四

※

〃

巻
九
三
〇
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楊

霊

前

墓

誌

張

司
空
夫
人
谷
氏
神
道
碑

府

君

墓

誌

版

文

諦

集

趙

郡

夫

人

李

氏

墓

誌

徐 韓 閣 銚 田

用 貞 承

申 徊 公 嗣

之

ノ_ノ_宇 申 ネ申イ
丁 イ丁 墓

道 道

状 状 誌 碑 碑

 

呉
氏
女
奈

波

羅

碍

墓

誌

頴
川

太
夫
人
陳
氏
神
道
碑

王

公

夫

人

李

氏

墓

誌

杜

行

方

墓

誌

章

公

夫

人

斐

氏

墓

誌

真

空

寺

尼

章

提

墓

誌

梁

羅

墓

誌

王
侍
郎

太
夫
人
権
氏
墓
誌

装

情

墓

誌

篶

紹

業

墓

誌

劉
奇
秀
夫
人

驕
氏

墓

誌

白
居
易
撰
永
穆
公
主
墓
誌
働

徳

宗

賢

妃

章

氏

墓

誌

任

信

墓

誌

醇

寄

神

道

碑

崔

圧

墓

誌

亡

妻

楊

氏

墓

誌

河
東
縣
太
君

盧

氏

墓

誌

少
陵
原

京
師
少
陵
原

萬
年
縣
之
少
陵
原

萬
年
縣
少
陵
原
實
栖
鳳
原

少
陵
原

少
陵
原
黄
渠
里

少
陵
原

京
兆
府
萬
年
縣
芙
容
郷
龍
遊
里

京
兆
府
萬
年
縣
青
蓋
郷
交
原
里

雍
州
明
堂
縣
進
賢
郷

萬
年
縣
龍
首
郷
神
鹿
里

萬
年
縣
龍
首
郷
成
義
里
鳳
栖
原

萬
年
縣
龍
首
郷
龍
首
原

萬
年
縣
御
宿
川
大
章
曲

萬
年
縣
禦
宿
郷

京
兆
郡
山
北
郷
簗
川
之
岡

山
北
之
里
神
禾
之
原

萬
年
縣
神
禾
原

萬
年
縣
白
鹿
郷

萬
年
縣
雲
門
郷

萬
年
縣
上
好
郷
洪
平
原

萬
年
縣
上
好
里
洪
平
原

萬
年
榔
.(楊
?
)
村

萬
年
縣
栖
鳳
原

萬
年
縣
棲
鳳
原

萬
年
縣
栖
鳳
原

京
兆
萬
年
栖
鳳
原

廣
徳

一
・
七
六

三

※

貞
元

一

・
七
九
五

※

貞
元

一
二

・
七
九

六

※

貞
元

一
六

・
八
〇

〇

※

大
中
六

・
八
五

二

※

不

詳

不

羊

貞
元

一
三

・
七

九
七

元
和

一
・
八
〇

六

儀
鳳

三

・
六
七

八

開
元
九

・
七

二

一

太
和
六

・
八
三
二

太
和

六

・
八
三
二

景
龍

三

・
七
〇

九

不

詳

大
業

四

・
六
〇
八

貞

元
二

一
?

・
八
〇
五

大
歴
七

?

・
七
七
二

・
長
安

三

・
七
〇
三

元
和
三

・
八
〇
八

不

詳

元
和
四

・
八
〇
九

元
和

一
四

・
八

一
九

※

大
暦

一
一
・
七
七
六

※

大
暦
四

・
七
六
九

※

貞
元

一
五
?

・
七
九
九

元
和
二

・
八
〇
七

※

文
苑
英
華
巻
九
五
九

権
載
之
文
集
巻
二
〇

李
文
公
集
巻

一

「武
氏
論
文
」

張
説
之
文
集
巻
二
一

八
硬
室
巻
七
二

金
石
績
編
巻

一
〇

「武
氏
論
文
」

巻
九
三
四
・
九
六
七

巻
九
四
四

巻
九
六
八

巻
九

一
五

巻
八
九
五

巻
九
四
九

文
苑
英
華
巻
九
七
三

文
苑
英
華
巻
九
七
六

一
九
五
六
年
西
安
東
郊
韓
森
塞
出
土

文
苑
英
華
巻
九
三
四

「武
氏
論
文
」
曲
江
池
南
の
高
地

古
誌
石
華
巻

一
八

「武
氏
論
文
」

文
苑
英
華
巻
九
六
八

〃

巻
八
九
五

「武
氏
論
文
」

一
九
五
四
年
西
安
東
郊
韓
森
塞
出
土

「武
氏
論
文
」

長
安
志
巻

=

萬
年
縣
條
畢
玩
注

白
氏
長
慶
集
巻
二
五

文
苑
英
華
巻
九
六
八

文
苑
英
華
巻
九
五
七

〃

巻
九
二
四

〃

巻
九
五
六

〃

巻
九
六
八

〃

巻
九
六
九
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梁

守

謙

墓

誌

萬
年
縣
李
銚
村
白
鹿
原

太

和
一

・

八
二

七

績
陳
西
通
志
稿
巻
一

五
一

程

修

己

墓

誌

京
兆
府
萬
年
縣
姜
サ
村

威
通

四
・

八

六
三

金
石
績
編
一
一

八
慶
室
巻
七
六

楊

蓄

女

母

王

氏

墓

誌

萬
年
商
村
庫
谷

威
通
五
・

八

六
四

古
誌
石
華
巻
二
一

李

君

夫

人

楊

氏

墓

誌

京
兆
府
萬
年
縣
小
陽
村

威
通
一

四
・

八
七
三

〃

巻
二

二

伊

慎

神

道

碑

萬
年
縣
某
原

元

和

六
・

八
一

一

※

文
苑
英
華
巻
九
〇
一

李

孟

肇

神

道

碑

京
兆
萬
年
縣
之
畢
原

大

暦
一

・

七

六
六

※

〃

巻

九
二一
二

芙

公

神

道

碑

萬
年
縣
之
某
原

貞
元
一

五
・

ヒ
八

七

〃

巻
八

九
七

劉

世

通

墓

誌

雍
州
長
安
縣
龍
首
郷
興
壼
里

永
徽
一
・

六
五

〇

■

「
武
氏
論
文
」

一

九
五
五
年
西
安
西

郊
小
土
門

村出

十

威

徳

墓

誌

長
安
縣
龍
首
郷

開
元

九
・

七一

二

※

文
苑
英
華
巻
九
四
九

折

君

夫

人

曹

氏

墓

誌

金
光
坊
龍
首
原

開
元
一
一

・

七
二

三

金
石
績
編
巻
六

夫

人

衰

氏

墓

誌

長
安
縣
龍
首
郷
龍
首
原

聖

暦
二
・

六
九

九

〃

巻

六

朱

庭

犯

墓

誌

京
兆
府
長
安
縣
龍
首
郷
龍首

里

元

和
三
・

八

〇
八

「
武
氏
論
文
」

一

九
五
五
年
西
安
西
郊
土
門
村
付
近
出
上

劉

継

墓

誌

縣
西
龍
首
郷
未
央
里
祁
村白

帝
檀

大
中
二
・

八
四
八

萄
齋
巻
三
三

劉

仕

侑

墓

誌

長
安
縣
龍
首
郷
祁
村

威
通
七
・

八

六
六

金
石
績
編
巻
一
一

八
慶
室
巻
ヒ
六

西

門

珍

墓

誌

長
安
縣
龍
首
原
西
距
阿
城
東
建
榮
域
-承平郷

元

和
一

二
・

八
一

七

〃

巻
一

〇

〃

巻
七

〇

郡

才

志

墓

誌

'

長
安
縣
承
平
郷
史
劉
村

元

和
一

四
・

八
一

九

八硬

室
巻
ヒ
○

朱

府
君
夫
人

趙

氏
墓

誌

長
安
縣
承
平
郷
大
厳
村

太
和
八
・

八
三
四

〃

巻
七
二

陳

士

操

墓

誌

〃

開
成
五
・

八
四

〇

占
誌
石華

績
編
巻
二

李
榔
夫
人

宇

文

氏

墓

誌

長
安
縣
承
平
郷
龍
首
原
南
劉
村

威
通
八
・

八
六

七

八慶

室
巻
七
六

飼
齋
巻
三
四

荊

従

呆

墓

誌

長
安
縣
承
平
郷
小
劉
村

威
通

=

・

八
七
〇

噛
武
氏
論
文」
一

九
五
五
年
今
西
関
外
飛機

場
付
近
出
土

苑

義

忠

神

道

碑

京
兆
府
長
安
縣
永
平
郷
阿
房
殿
之
嘘

天
寳
七
・

七
四
八

文
苑
英
華
巻
九
〇
九

賀

従

章

墓

誌

長
安
縣
永
平
郷
霊
安
里

開
成
九
?

}
武氏

論
文
」

一

九
五
五
年
(
阿
房
宮)

遺
玩
東

南賀

家
村
出
土

童

公

神

道

碑

長
安
縣
龍
首
原

乾
元
二
・

七
五

九

※

文
苑
英
華
巻
九
二
二

h
早

願

墓

誌

長
安
縣
永
壽
郷
畢
原

天
寳
一

四
・

七
五
五

関
中
金
石
文
字
存
逸
考
巻
一

八
慶
室
巻
五
八

頴

川

陳

氏

墓

記

長
安
縣
永
壽
郷
高
陽
原

大
中
四
・

八
五

〇

八
硬室

巻
七
五

崔
君
夫
人

搦

孤

氏

墓

誌

長
安
縣
義
陽
郷
義
陽
原

天
寳
二
・

七
四
三

飼
齋
巻
二
四

楊

君

夫

人

趙

氏

墓

誌

長
安
縣
昆
明
郷
魏
村

元

和
一

四
・

八
一

九

〃

巻
三

〇
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索

思

禮

墓

誌

京
兆
龍
門
郷

天寳

三
・

七
四
四

飼
寳
巻
二
四

劉
智
及
夫
人

合

耐

墓

誌

京
兆
府
長
安
縣
國
城
門西

七
里
龍首

原龍門郷懐道里

天寳

一

五
・

七
五
六

関中

金
石
文
字存

逸
考
巻
四
「
武
氏
論
文」

朱
君
及
夫
人
趙
氏
合
耐
墓
誌

長
安
縣
龍
門
郷
石
井
村

元
和
七
・

八
一

二

八硬

室
巻
七
二

沙
陀
公
夫
人
阿
史
那
氏
墓
誌

長
安
縣
居
徳郷

龍
首
原

開
元
八
・

七
二

〇

関
中
金
石
文
字存

逸
考
巻
三

唐
文
拾
遺
巻
六
五

安

附

國

神

道

碑

長
安
縣
孝
悌
郷

永
隆
二
・

六
八
一

文苑

英華

巻
九
二
〇

王
緒

太
夫
人

郭

氏

墓

誌

乾
封
縣
萬
春郷

杜
永村

神
功
一

・

六
九
七

釧
武

氏論

文」

斐

愼

墓

誌

長
安
縣
萬
春
郷神

和原

開
元
二

八
・

七
四
〇

金
石葦

編
巻
八
四

威

纂

夫

人

趙

氏

墓

版

雍
州
長安

縣清

化郷

貞
観
六
・

六
三
二

八願

室
巻
三
〇

王

祥

墓

誌

青
塊
郷
阿
城
原

上
元
二
・

六
七
五

績
陳
西
通
志
稿
巻
一

六
五

「
武
氏
論
文
」

李

鏑

墓

誌

京兆

長
安
縣龍

泉郷

馬
憩
原

乾
元
一

・

七
五
八

帽
武氏

論
文」

一

九
五
五

年
西
安
西
郊

小⊥

門
村
出
土

李
府
君
夫
人

王

氏

墓

誌

京兆

府
長安

縣
居
安郷

高
陽
之
原

開
元
二
・

七
一

四

績
陳

西
通
志

稿
巻
一

四
五
「
武
氏
論
文
」

干

申

墓

誌

城
南
長安

縣
居
安
郷
高
陽
原

貞
元
九
・

七
九
三

〃

巻
一

五

〇

厳

震

墓

誌

長
安
縣居

安郷

貞
元
一

六
・

八

〇
〇

権
載
之
文
集
巻
二
一

「
武
氏
論
文
」

馬

昭

泰

神

道

碑

長
安
縣
高
陽
原

開
元
一

八
・

七
三

〇

※

文
苑
英
華
巻
九
二
一

董

公

神

道

碑

長
安
高陽

原

永
貞
一

・

八

〇
五

※

〃

巻
八
八
七

章

虚

心

神

道

碑

京兆

之
高
陽
原

開元

三
〇
・

七
四
二

※

〃

巻

九
一

八

陸

元

方

墓

誌

国
門
之
南
費
村

大足

一

・

七

〇
一

※

〃

巻
九
三

六

梁

瀟

京師

之
南小

趙
村

貞元

一

〇
・

七
九

四

※

〃

巻
九
四
四

柳

氏

膓

女

老

師

墓

誌

皇

甫

弘

敬

墓

誌

魯

謙

墓

誌

湯

君

夫

人

傷

氏

墓

誌

揚

君

夫

人

趙

氏

墓

誌

石

忠

政

墓

誌

趙

君

夫

人

張

氏

墓

誌

釜

恵

章

室

女

墓

誌

楊

発

女

子

書

墓

誌

杜
城
村

龍
首
原
隆
安
里

長
安
縣
徳
義
里
胡
趙
村

長
安
縣
厳
村

金
光
門
外
小
厳
村

城
西
小
厳
村

京
兆
府
長
安
縣
小
厳
村

長
安
縣
第
五
村

長
安
縣
南
原
姜
允
村

會
昌

五

・
八
四
五

顕
慶

四

・
六
五
九

一
大
中

一

一
・
八
五
七

永
徴

二

・
六
五

一

元
和

一
四

・
六
七
三

長
慶

二

・
八

一
九

}會
昌

三

・
八
二
二

乾
符

二

・
八
四
五

乾
符

五

・
八
四
八

一八
環
室
巻
七

四

飼

齋
巻

一
七

奮

斐
西
通
志
稿
巻

皿八
慶
室
巻
三
五

}飼
齋
巻

三
〇

古
誌
石
華
績
編
巻

一

古
誌
石
華
巻

一
九

八
硬
室
巻
七
七

巻
七
七

一
六
五

一
八
慶
室
巻
七
三
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斐

府
君
夫
人

柳

氏

墓

誌

長安

縣之

神
禾
原

貞
元
一

六
・

八
〇
〇

※

文苑

英
華
巻
九
六
八

崔

公

神

道

碑

(
積)
長安

南
杜
陵
原

天
宝
一

二
・

七
五

三

〃

巻
九
〇

〇

斐

行

儘

神

遣

碑

終南

山

開
元
五
・

七
一

七

※

〃

巻
八
八
三

斐

冤

神

道

碑

京城

南
畢原

大暦

五
・

七
七
〇

〃

巻
八
八
五

本
表

は
愛
后

元
氏

「唐
代
両
京
郷

里
村
考
」
東
洋

史
研
究
第

四
〇
巻

三
〇
号

一
九

八

一

の
付
表
を
も
と

に
、
若
干

の
例
を
加

除
し

て
作
成
し
た
。

郷
名

の
配
列

は
、
愛
后
氏

に
従

い
、

一
部
を
改
め

た
。
※

は
葬
送

年
を

示
す
。
送
葬
地
欄

(

)

は
筆
者

の
補
筆

で
あ

る
。
本
表

の
漢
字
は
印
刷

の
都
合
上
、
簡
体

字
に
改
め
た

と

こ
ろ
が
あ

る
。

武
伯
論
氏

「唐

万
年

、
長
安
県
郷

里
考
」

に
よ

る
と
解
放
前
後
出
土

し
た
墓
誌

の
う
ち
、
郷
名
を
記

し
た
も

の
は
、
万
年

県
淀
川
郷
が
四
十
方
之
多
、
同
長
楽
郷

が
三
十

方
左
右
、

同
崇
道
郷
が

二
十
方
左
右

、
同
義
豊
郷

が
六
七
方
、
同
龍
首
郷

が
十
六
七
方

。
ま
た
長

安
県
龍
首
郷

・
原
と

記
す
も

の
が
新

旧
合

わ
せ

て
約
三
十

二
一二
方
と
あ
る
。
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く
連
な
る
山
嶺
の
総
称
で
あ
る
よ
う
で
、

「洛
城
之
北
邨
嶺
之
陰
十
五
里
千
金
郷

之
地
」

(貞
観
二
二
年
、
張
行
満
墓
誌
)
と
か
、
「河
南
平
楽
郷
芒
山
之
陽
習
村
」

(龍
朔
二
、
索
玄
墓
誌
)
の
よ
う
に
、
邨
山
を
冠
し
た
郷
名
は
多
く
、河
南
県
六
、

洛
陽
県
四
に
お
よ
ぶ
。

『文
苑
英
華
』
に
は
、
郷
名
不
詳
な
が
ら
、
邨
山
を
記
し

た
墓
誌
を
な
お
数
例
見
い
出
す
。
ま
た
、
邨
山
を
冠
さ
ず
と
も
、

「東
都
西
北
十

里
零

(霊
)
淵
郷
」

(
大
業
九
、
張
愛
及
夫
人
李
氏
合
耐
墓
誌
)
の
よ
う

に
、
洛

陽
北
方
の
郷
名
を
記
し
た
墓
誌
は
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
郎
山
周
辺
で
は
解

放
初
期
に
も
相
当
数
の
墓
誌
が
出
土
し
た
と
い
う
が
、
唐
代

の
墳
墓
は
、
黄
展
岳

氏

に
よ
る
と
、
解
放
前

に
徹
底
的

に
破
壊
さ
れ
、
解
放
後
の
発
見
は
比
較
的
少
な

(
98

)

い
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
洛
陽
城
の
東
郊

に
比
定
さ
れ
る
上
東
郷

・
伊
洛
郷
、
東
南
に
比
定

さ
れ
る
伊
水
郷

、
龍
門
郷
と
と
も
に
南
郊

に
比
定

さ
れ
る
伊
納
郷

の
名
を
記
し

た
墓
誌

・
神
道
碑
文
も
あ
る
が
、
そ
の
数

は
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た

点
を
勘
案
す
る
と
、
洛
陽
で
は
、
北
方
の
郎
山

一
帯
お
よ
び
南
郊
の
関
林
が
主
要

な
葬
地
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
和
田

葦
氏
が
洛
陽
南
郊

の
龍
門
に
葬
地
を
求

(
99

)

め
た
こ
と
の
適
否
は
ま
だ
判
断
で
き
な
い
が
、
南
郊

に
葬
地
を
求
め
た
見
通
し
は

誤

っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
唐
代

の
長
安
と
洛
陽
の
葬
地
を
概
観
し
た
。
両
都
に
お
け
る
唐
代
墳
墓

の
分
布
を
、
京
城
と
の
関
係
で
要
約
し
て
み
る
と
、
長
安
城
で
は
宮
城
の
北

に
接

し
た
部
分
を
除
き
、
京
城
の
周
囲
す
べ
て

に
墳
墓
が
営
ま
れ
て
い
る
し
、
洛
陽
城

で
も
西
か
ら
西
南
の
地
域
を
除
き
、
数
は
少
な
い
が
や
は
り
京
城
の
周
囲

に
墳
墓

が
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
方
位
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
は

「北
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
長
安
に
お
け
る
皇
帝
陵
の
分
布

に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
洛
陽
で

も
邨
山
が
大
葬
地
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

の

「北
」
は
厳
密
に
真
北
を

指
す
の
で
は
な
く
、
宮
を
中
心
に
莫
然
と
し
た
方
向
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

他
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
長
安
が
東
か
ら
東
南
お
よ
び
西
、
洛
陽
で
は
南
に
濃
い

分
布
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
稿
が
も
と
に
し
た
材
料
か
ら
は
、
長
安
と
洛

陽
で
葬
地
の
選
定
に
本
質
的
な
違
い
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
ま
で
検
討
す
る
こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。

五

ま
と
め

こ
れ
ま
で
、
平
城
京
の
葬
地
と
こ
れ
に
関
連
の
深
い
藤
原
京
、
お
よ
び
唐
長
安

と
洛
陽

の
葬
地
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
の
要
旨
を
改
め
て
示
す
と

↓

八
世
紀

の
奈
良
盆
地
の
墳
墓
は
、
盆
地
周
辺
の
丘
陵
地
帯
お
よ
び
大
和
高
原

に
多
く
が
分
布
し
、
少
数
が
平
野
部
の
低
丘
陵
と
河
川
敷
き
に
あ
る
。
文
献
史
料

と
墓
誌
お
よ
び
遺
構
な
ど
を
手
懸
り
に
す
る
と
、
平
城
京
の
葬
地
は
京
の
北
方
、

東
方

(田
原
里
お
よ
び
都
祢
盆
地
)
、

西
方

(生
駒
山
東
麓
)
の
丘
陵
地
帯
、
お

よ
び
京
南
辺
の
河
川
敷
き
で
あ
る

口

こ
の
う
ち
重
要
な
地
域
は
、
四
天
皇
お
よ
び
皇
后

・
皇
太
后
を
は
じ
め
高
位

高
官

の
葬
地
あ
る
い
は
火
葬
地
で
あ

っ
た
京
北
方
の
葬
地
で
あ
る
。
こ
の
葬
地
は
、

地
形
の
上
か
ら
平
城
宮
北
側

の
空
白
地
帯
を
挾
ん
で
さ
ら
に
東
群
と
西
群
に
分
け
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る
こ
と
が
で
き
る

日

平
城
京
南
辺
の
葬
地
は
、
現
大
和
郡
山
市
稗
田
町
付
近
の
奈
良
時
代
の
河
原

だ
が
、

こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
ほ
ほ
似
た
位
置

に
あ
る
平
安
京
紀
伊
郡
の
葬

地
ー
い
わ
ゆ
る
佐
比
河
原
の
先
躍
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

四

藤
原
京
の
葬
地
は
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
京
南
西
古
墳
群
の
他
に
、
東

方
の
初
瀬
谷
沿
い
の
丘
陵
地
帯
、
京
西
辺

の
丘
陵
地
帯
、
西
方
の
葛
城
山
東
麓

に

も
推
定
す
る

田

近
年
、
平
城
京
の
直
接

の
原
型
は
藤
原
京
で
あ
る
と
す
る
見
解
が

一
般
化
し

つ
つ
あ
る
。
葬
地
の
分
布
で
も
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
が
、
天
皇
陵
の
あ
り
方

に

関
し
て
は
異
な
る

因

当
時
の
日
本
が
多
く
の
範
を
求
め
た
唐
代
の
長
安
で
は
、
宮
城
の
北
に
接
す

る
地
に
、
洛
陽
で
は
宮
城

の
西
か
ら
西
南

に
接
す
る
地
に
墳
墓
の
空
白
地
帯
が
あ

っ
た
が
、
基
本
的

に
は
京
城
の
周
囲
す
べ
て
に
墳
墓
が
営
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

両
都
で
方
位
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
は

「
北
」
で
、
長
安
で
は
白E
帝
陵
が
清
水
の

北
方

に
あ
る
し
、
洛
陽

で
は
郎
山

一
帯
が
葬
地
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
の
方
向
で
は
、

長
安
で
は
東
か
ら
東
南
、
お
よ
び
西
が
重
視
さ
れ
、
洛
陽
で
は
南
が
重
視
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る

咽

平
城
京
に
お
け
る
天
皇
陵

の
分
布
は
、

田

に
み
た
よ
う
に
藤
原
京

に
直
接

の
系
譜
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
天
皇
陵
が
京
の
北
方

に
あ
る
こ
と
は
、
長
安

や
洛
陽
で
北
方

に
大
葬
地
が
あ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

と
に
、
長
安

で
皇
帝
陵
が
溜
水
の
北

に
集
中
す
る
こ
と
、
京
城
の
東
か
ら
東
南
お

よ
び
西
に
大
葬
地
が
あ
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
平
城
京
の
葬
地
は
長
安
に
お

け
る
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
皇
帝
陵
の
規
模
や

京
城
と
の
空
間
的
距
離
は
彼
我
比
較

に
な
ら
な
い
差
異
が
存
し
、
墓
制
も
同
様
に

差
が
あ
る
の
で
、
長
安
の
葬
地
の
あ
り
方
を
模
倣
し
た
と
し
て
も
平
城
京
の
実
情

に
則
し
た
選
択
と
変
形
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

以
上
、
七
項
目

に
分
け
て
要
約
し
て
き
た
。
平
城
京
の
葬
地
が
、
唐
長
安
の
葬

地
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
す
る
推
定
に
誤
り
が
な
い
と
す
る
と
、
次

に
新
た
な

問
題
が
派
生
し
て
く
る
。
す
で
に
述
べ
た
が
、
平
城
宮
の
北
は
木
津
川
に
至
る
間

が
墳
墓
の
空
白
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。
規
模
こ
そ
違
う
が
、
長
安
城
も
北
の
清
水

に
至
る
間
が
、
洛
陽
で
は
宮
城

の
西
か
ら
西
南
が
同
様

に
空
白
地
帯
と
な

っ
て
い

る
。
な
ぜ

こ
の
地
域
に
墳
墓
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
そ
こ
に
禁
苑
が

あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
長
安
城
は

『唐
両
京
条
坊
攻
」
巻

一
に

「禁
苑
者
…
東

距
涜
北
枕
滑
西
包
漢
長
安
城
南
接
都
城
東
西
二
十
七
里

(
旧
唐
書
は
三
十
里
に
作

る
)
、

南
北
二
卜
三
里
、
周

一
百
、
」十
甲
」
と
あ
る
。
洛
陽
城
は

『旧
唐
書
」
地

理
志
東
都
条
に

「禁
苑
在
都
城
之
西
、東
抵
宮
城
西
臨
九
曲
北
背
邨
阜
南
距
飛
仙
、

苑
城
東
面
十
七
里
、
南
面
三
十
九
里
、
西
面
五
f
里
、
北
面
二
十
里
」
と
あ

っ
て

H周

一
百
二
十
六
里
」
を
数
え
、

「垣
高

一
丈
九
尺
」

(
『唐
両
京
条
坊
攻
』
巻

二
)
で
あ

っ
た
。
禁
苑
は
天
子
の
苑
地
で
あ

っ
て
、
そ
の
意
味
は
時
代

に
よ

っ
て

変
化
が
あ

っ
た
。
有
名
な
漢

の
上
林
園
は
、
漢
帝
国
の
版
図
拡
大
に
伴
い
、
水
陸

戦
の
軍
事
訓
練
の
場
と
し
て
重
要
で
あ

っ
た
。
唐
代

に
は
軍
事
的
側
面
は
薄
れ
、

皇
帝

の
疏
果
や
鳥
禽
を
と
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た
、
狩
猟
や
饗
宴
を
行
う
場
所
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(
oo

)

(
01

)

と
し
て
機
能
し
、
そ
の
為
の
施
設
も
苑
内

に
多
く
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
禁

禁
苑
は
宮
城
と
同
じ
意
識
で
あ
り
、
墳
墓
が
い
と
な
め
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

平
城
宮

で
は
、
数
年
前
宮
の
北
側

に
築
地
塀
で
区
画
さ
れ
た

「
松
林
苑
」
が
発

見
さ
れ
た
。
そ
の
規
模
は
南
北

一
粁
以
上
、
東
西
○

・
五
粁

で
、
外
郭
内
部
も
築

(
201

)

地
塀
で
区
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
城
宮
北
方
の
墳
墓

の
空
白
地
帯
は
、
こ

の

「松
林
苑
」
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
墳
墓
の
空

白
地
帯
は

「
松
林
苑
」
よ
り
も
遥
か
に
大
き
い
。
ま
た
、
現

「松
林
苑
」
推
定
地

は
、
奈
良
山
丘
陵

の

一
支
丘
上
に
大
半
の
痕
跡
が
あ
る
。
園
池
は
日
本

の
宮

の
中

で
は
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
が
、
平

城
宮

・
京
跡
発
見
の
園
池
は
大
半
が
谷

(
301

)

筋

に
当
る
沖
積
面
を
利
用
し
た
も
の
で
、
丘
陵
上
の
園
池
は
古
墳
の
濠
を
利
用
し

た
も
の
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
推
定
地
東
側
の
谷
筋
に
は
、
磐
之
媛
陵
古

墳
と
平
城
宮
北
面
大
垣
と
の
間
に
広
大
な
水
上
池
が
あ
る
。
こ
の
池
は
、
宮
北
面

大
垣
の
存
在
や
、
平
城
宮
東
大
溝
S
D
二
七
〇
〇
の
水
源
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
奈
良
時
代
に
築
か
れ
た
こ
と
が
確
実

で
あ
る
。
池
の
北
岸
か
ら
は
中
島
が
池

中

に
張
り
出
し
て
お
り
、
布
目
瓦
も
散
布
し
て
い
る
。
未
調
査
の
た
め
精
細
は
不

詳
だ
が
、
状
況

か
ら
み
て
、
亭
が
あ

つ
た

可
能
性
も
あ
る
。
中
島

の
西
側

に
は

(
401

)

「
中
島
」
の
字
名
も
残
る
。
水
上
池
の
東
岸
は
現
在
浸
食
さ
れ
て
い
る
が
、
平
城
宮

東
院
の
外
郭
線
と
ほ
ほ

一
致
し
て
お
り
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
築
か
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
河
上
邦
彦
氏
は
最
近

「
松
林
苑
」
の
範
囲
を
東

に
拡
げ
、
水
上
池
を
含
む
案

(
501
)

を
発
表
さ
れ
た
が
、
水
上
池
は

「
松
林
苑
」
と
は
別
の
苑
池

の

一
部
で
も
よ
い
と

考
え
る
。
長
安
で
は
宮
の
北
に
、
大
明
宮
東
南
隅
の
東
内
苑
、宮
城
北

の
西
内
苑
、

そ

れ

に
、

こ

こ

で
問

題

に
し

て

い

る
禁

苑

の
西

京

三
苑

が

あ

っ
た

(
図

三
)
。

三

苑

の
関

係

は

、
東

内

苑

、

西

内

苑

を

禁

苑

が

包

み

こ
む

二
重

構

造

と

な

っ
て
い
る
。

(
601

)

「
松
林
苑
」
は
位
置
か
ら
み
て
、
長
安
城
の
西
内
苑

に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
内
苑
に
あ
た
る
苑
地
を
平
城
宮

に
求
め
得
る
か
否
か
は
な
お
問
題
だ
が
、
水
上

池
周
辺
は

「松
林
苑
」
北
側
を
も
含
め
た
禁
苑
の

一
部
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で

は
あ
る
ま
い
。

次
に
、
平
城
宮
北
方
に
想
定
す
る
禁
苑
の
範
囲
を
み
て
お
こ
う
。
墳
墓
の
分
布

粥

禽『

第三図 西京三苑図

徐松 「唐両京条坊 牧」(平 岡武夫 『唐代の長安 と洛陽』 によ る)

長安城の北 には、西内苑、東内苑 と、 これ らを包み こむ形で広が る東西
(約14.3km)、 南北23甲(約12.2km)、 周120甲(63.5km)の 禁苑 が

た。禁苑 には多 くの園池、亭、宮殿等があ った。
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と
地
形
か
ら
み
て
、
南
は
宮

に
接
し
、
東

は
現
在
関
西
線
、
二
四
号
バ
イ
パ
ス
の

通
る
谷
、
西
は
京
北
条
里
の
地
、
北
は
木

津
川
に
至
る
地
域
で
あ
る
。
木
津
川
に

(
……
)

面
し
て
は
、
大
安
寺
や
薬
師
寺

の
木
屋
所

が
あ

っ
た
か
ら
、
実
際
に
は
、
木
津
川

の
か
な
り
南
側
が
北
限
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
宮

の
西
北
三

・
五
粁

に
は
石

の
力跡遺

殴、
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国土ｺ++?院1971年 作成

4
1

薫.
t;

r
脇1

平城宮北方の
1

「元正天皇 陵」と奈 良山53

平城 ニ ュータウ ンおよび民
現 況は本図 と著る しく異な

ラ

ト
古

墳

が

あ

る

の

で
、

こ

こ
も

含

ま

れ

な

い

の

で
あ

ろ

う

。
こ
の
様

に
み

る

と
、

し
め
の

地
形

に
沿
う
の
で
は
な
く
、
上
に
述
べ
た
範
囲
内
で
平
安
京
の
禁
野
の
よ
う
な
長

(
801

)

方
形
の
範
囲
を
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
平
城
宮
北
方

に
禁
苑
を
想
定
し
た
が
、
そ
の
証
明
に
は
重
大
な

障
害
が
い
く

つ
か
あ
る
。
列
挙
す
る
と
、
禁
苑
の
区
画
が
未
見
で
あ
る
こ
と
、
文

　
　

　

(
0

)

(
11

)

ユ

献

に
禁
苑
が
見
え
な
い
こ
と
、
禁
苑
想
定
地
内
に
平
城
宮
の
官
瓦
窯
が
点
在
す
る

こ
と
、
禁
苑
設
定
の
時
期
を

い
つ
に
考
え
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。
区
画
や
文
献
の
問

題
は
暫
く
お
く
と
し
て
、
瓦
窯
の
問
題
に
つ
い
て
一応
の
検
討
を
試
み
て
お
こ
う
。

中
国
の
場
合
、
唐
の
長
安
や
洛
陽
で
は
都
城
の
建
設

に
要
し
た
瓦
を
生
産
す
る

(
111

)

た
め
に
、
各
地
に
瓦
窯
が
営
ま
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
報
告
例
が
少
な
く
、
こ
こ
で

問
題
と
な
る
禁
苑
に
ま
で
瓦
窯
が
営
ま
れ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。し
か
し
、

外
郭
城
内
ど
こ
ろ
か
皇
城
や
宮
城
内

に
お
い
て
さ
え
瓦
窯
が
あ

っ
た
。
長
安
城
で

(
211

)

は
、
西
北
の
坊
に
当
る
普
寧
坊
か
ら
は
三
四
基
の
瓦
窯
が
発
見
さ
れ
た
。
洛
陽
城

(
311

)

で
は
外
郭
城
の
北

に
接
し
た

「
北
窯
」
が
数
百
基
に
の
ぼ
る
大
瓦
窯
地
帯
と
推
定

(
411

)

さ

れ

て
お

り
、

宮

城

・
皇

城

内

各

一
カ

所

か

ら
も

瓦
窯

が
発

見

さ

れ

て

い
る

。

ま

(
511

)

た
、
外
郭
城
西
而

の
閻
閾
門
の
西
に
接
し
て
七
基
の
瓦
窯
が
あ
る
。
こ
の
地
は
先

に
引
い
た

「
旧
唐
書
」
な
ど
の
記
述
で
は
禁
苑

に
含
ま
れ
る
。
た
だ
、
以
上
の
瓦

窯
は
唐
代
と
は
さ
れ
る
が
、
唐
代
の
い
か
な
る
時
点
の
も
の
か
に
は
、
報
告
者
は

一
切
触
れ
ず
、
玄
宗
皇
帝

の
開
元

一
九

(七
三

一
)
年
の
勅

「京
洛
両
都
是
惟
帝

宅
街
衙
坊
市
固
須
修
築
城
内
不
得
穿
掘
為
焼
造
縛
、
其
有
公
私
修
造
、
不
得
干
街

巷
穿
坑
取
土
」

(
『唐
会
要
』
巻
八
十
六
街
巷
条
)
を
根
拠
に
、
こ
の
禁
令
以
前
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と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
禁
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
禁
苑
や
城
内
に
瓦
窯
を

営
む
こ
と
が
珍
ら
し
く
な
か

っ
た
と
想
像

で
き
る
の
だ
が
、
報
告
例

の
少
な
い
現

在
、
そ
こ
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
事
実
を
指
摘

(
611

)
(留

)

す

る

に
と

ど

め

よ

う

。

平

城

宮

に
お

い

て
、

禁

苑

の
存

在

を

論

証

す

る

に
は

以

上

の
問

題

の
他

に
も

多

く

の
問

題

が

あ

る

が

、

そ

れ

ら

は
小

稿

で
論

じ

つ
く

す

こ
と

が

で
き

な

い
。

小

稿

で

は

、

平

城

京

葬

地

の
内

容

と

そ

の
分

析

か

ら
生

じ

た
新

た

な

問

題

点

を

提

示

す

る

に
と

ど

め

、

後

考

を

待

つ
こ
と

に
し

た

い
。

一
九
八
三

・
三

・
六

稿

一
九
八
四

・
一
・
一
六
補

註

(
1
)

『令
集
解

『巻
四
十

に
引
く

「
古
記
」
に
は
大
道
と
あ
る
。

(2
)
坂
本
太
郎
氏
校
注

『
日
本
書
紀
」
下

(日
本
古
典
文
学
大
系
六
十
八
)

一

九
六
五

頁
二
九
四

(3
)
和
田

華

「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
と
葬
地
」

『古
代
国
家
の
形
成
と
展

開
』

一
九
七
六

同

「喪
葬
令
皇
都
条
に
つ
い
て
の
覚
書
」
青
陵
二
四
号

一
九
七
四

和
田

　

　

氏
は
、

「其
諾
楽
京
葛
木
居
寺
前
南
墓
原
と
引
用
し
論
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

後
述
の
如
く
河
川
敷
が
葬
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
賛
意
を
表
し
た
い
。

た
で

し
か
し
、
和
田
氏
自
身
認
め
ら
れ
る
様

に
、
諸
本
に
は
慕

(蓼
)
原
に
作
る

も
の

(
日
本
古
典
文
学
大
系
七
〇

頁
二
四
五
)
が
あ
り
、
な
お
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
福
山
敏
男

『奈
良
朝
寺
院
の
研
究
」

一
九
四
八

所

収

「
服
寺
と
蓼
原
堂
」
参
照

(
4
)
岸

俊
男

「
万
葉
集
か
ら
み
た
新
し
い
遺
物

・
遺
跡
」

『
日
本
古
代
の
国

家
と
宗
教
』
上
巻

一
九
八
〇

頁
六

一
-

一
〇
〇

同

「大
安
万
侶
の
墓

と
田
原
里
」
「
太
安
朝
臣
安
万
侶
と
そ
の
墓
」
『
遺
跡

・
遺
物
と
古
代
史
学
」

一
九
八
〇

所
収

(
5
)

『
績
日
本
後
紀
」
承
和
九
年
七
月
丁
未
条

(
6
)

『
平
安
遺
文
」
H
ー
四
四
七
頁

三
〇
五
文
書
天
禄
三
年
五
月
三
日
初
記

良
源
遺
告

(7
)
小
島
俊
治

『奈
良
県
の
考
古
学
』

一
九
六
五

頁
三
七

一
ー
三
七
二

(8
)
黒
崎

直

『近
畿
に
お
け
る
八
ー
九
世
紀
の
墳
墓
」

『
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
研
究
論
集
」
W

一
九
八
〇

所
収
、
特
に
頁

一
一
九
ー

一
二

一

(9
)
同
様
の
観
点
は
、
前
園
実
知
雄
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。前
園
実
知
雄
「
ま

と
め
」

『太
安
萬
侶
墓
」

(奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
四

十
三
冊
)

一
九
八

一

所
収
、
頁

一
七
八

(
10
)
堀
池
春
峰

「佐
井
寺
僧
道
薬
墓
誌
に
つ
い
て
」
日
本
歴
史
第

一
五
三
号

一
九
六

一

頁
ニ
ー
十
七

さ

ほ

よ

ら

(
11
)

「朕
崩
之
後
、
宜
於
大
和
国
添
上
郡
蔵
寳
山
雍
良
塔
造
竃
火
葬
」

『績
日

本
紀
』
以
下

『続
紀
』
と
略
す

養
老
五
年
十
二
月
十
三
日
条
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(
12
)

「
火
葬
太
上
天
皇
於
佐
保
山
陵
」

『続
紀
』
天
平
二
十

(七
四
八
)
年
四

月
二
十

一
日
条

「
改
葬
於
奈
保
山
陵
」

『続
紀
』
天
平
勝
宝
二

(七
五
〇
)
年
十
月
十
八
日

条

(13
)

「奉
葬
太
上
天
皇
於
佐
保
山
陵
」

『続
紀
」
天
平
勝
宝
八

(七
五
六
)
年

四
月
十
九
日
条

(
14
)

「葬
仁
正
皇
太
后
於
大
和
国
添
上
郡
佐
保
山
」
『続
紀
』
天
平
宝
字
四

(七

六
〇
)
年
六
月
七
日
条

(
15
)

「火
葬
於
佐
保
山
陵
」

『
続
紀
』
天
平
勝
宝
六

(七
五
四
)
年
八
月
四
日

条

(
16
)

『
公
卿
補
任
』
元
正
天
皇
養
老
四
年
条

に
、

「
火
葬
佐
保
山
推
山
岡
、
従

遺
教
也
」
と
あ
る
。

(17
)

『家
伝
下
」
に

「火
葬
干
佐
保
山
、
禮
也
」
と
あ
る
。

『寧
楽
遺
文
』
下

頁
八
八
六

(18
)

『続
紀
』
宝
亀
八

(七
七
七
)
年

五
月
二
十
八
日
条

「伊
勢
国
飯
高
郡
人

也
…
葬
奈
保
山
」

(19
)

『万
葉
集
』
巻
三
ー
四
七
四

「
昔

こ
そ
外
に
も
見
し
か
吾
妹
子
が
奥

つ
城

と
思

へ
ば
愛
し
き
佐
保

(寳
)
山
」
と
あ
る
。

(20
)

『万
葉
集
』
巻
十
七
-
三
九
五
七

に

「佐
保
山
火
葬
」
と
あ
る
。

ナ

ホ

(
21
)

『続
紀
』
神
亀
五

(七
二
八
)
年
九
月
十
九
日
条
「葬
於
那
富
山
時
年
二
」

と
あ
る
。

(22
)
平
城
宮
と
佐
保
山
の
葬
地
と
の
間
に
は
、
ウ
ワ
ナ
ベ

・
コ
ナ
ベ
古
墳
が
あ

る
。
両
古
墳
と
も
平
城
京
の
造
営
に
も
破
壊
さ
れ
ず
、
逆
に
。
ウ
ワ
ナ
ベ
古

墳
の
場
合
は
、
条
坊
を
南

に
づ
ら
せ
て
い
る
。
両
古
墳
は
平
城
宮
の
東
北

に

あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
佐
保
山
の
葬
地
を
含
め
、
裏
鬼
門
に
対
す
る
守
護
の

意
味
が
あ

つ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。

(
23
)
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

「奈
良
山
出
土
の
蔵
骨
器
と
墨
」
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
年
報

一
九
七
七

頁
四
十
五

な
お
、
註
30
に
述
べ
る
よ
う
に
墨

の
存
在
か
ら
胞
衣
壷
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

(
24
)
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
陪
家
四
号
付
近
か
ら
蔵
骨
器
が
出
土
し
た
と
さ
れ
る
が
、

本
例
は
報
告
者
の
未
永
雅
雄
氏
自
氏
が
火
葬
骨
壷
か
否
か
不
明
と
さ
れ
て
い

る

「
奈
良
市
法
華
寺
町
宇
和
奈
辺
古
墳
群
大
和
第
三
第
四
第
五
第
六
号
古
墳

調
査
」

『奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
抄
報
』
第
四

一
九
四
九

頁
六

(25
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
山
皿
-
平
城

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
予
定
地
内

遺
跡
調
査
概
報
』

一
九
七
九

頁
十
二

(26
)
森
本
六
爾

「
大
和
生
駒
郡
押
熊
出
土
の
骨
壷
」
考
古
学
雑
誌
第
十
四
巻
八

号

一
九
二
四

頁
四
九
四
-
四
九
八
、
な
お
、
本
例
を
含
め
以
下
の
土
器

の
年
代

に
つ
い
て
は
西

弘
海
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

(
27
)
小
島
俊
治

「
大
和
出
土
の
二
例
の
骨
壷
」
古
代
学
研
究
第
十
五

・
十
六
号

一
九
五
六

頁
六
十
三

(
28
)
奈
良
市
史
編
集
審
議
会

『奈
良
市
史
考
古
篇
」

一
九
六
八

頁

一
二
五
ー
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一
二
六

高
野
山
陵
は
長
く
所
在
不
明
と
な

っ
て
い
た
も
の
を

『
山
陵
考
』

が
現
治
定
地
に
比
定
。
文
久
三
年
十

一
月
修
補
、
翌
四
年
竣
功
し
た
と
い
う

『山
陵
』

一
九
二
五

頁

=

八

近
年
、
平
城
宮
と
北
辺
の

「松
林
苑
」
と
の
間
に
大
蔵
省
倉
庫
群
が
占
地
し

た
と
す
る
説

(岸

俊
男

「
松
林
苑
と
年
中
行
事
」

『遺
跡
遺
物
と
古
代
史

学
』

一
九
八
〇

所
収
)
が
あ
る
。

こ
の

「
大
蔵
省
」
推
定
地
か
ら
秋
篠
川

(西
堀
河
)
に
か
け
て
、
運
河
と
そ
れ
に
連
な
る
道
路
と
考
え
る
痕
跡
が
あ

る
。
現

「高
野
山
陵
」
西
南
部
の
濠

と
外
堤
は
、
こ
の
地
割
と

一
部
重
複
す

る

(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
北
辺
地
域
発
掘
調
査
報
告
書
」

一

九
八

一

頁
四
ー
五
)
。

将
来
こ
の
地
割
の
調
査
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
関
係
が
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
29
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城

京
右
京
五
条

四
坊

三
坪
発
掘

調
査
概

報
』

一
九
七
七

頁
十
二

(
30
)
水
野
正
好

・
町
田

章
両
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と

『
玉
蘂
」
承
元
三

(
一
二

〇
九
)
年
五
月
二
十
五
日
条

に
、
白
盗
瓶
子
に
銭
五
文
、
筆

一
管
を
胞
衣
と

と
も
に
入
れ
る
こ
と
が
見
え
る
。

『御
産
所
日
記
」
永
享
六

(
一
四
三
四
)

年
二
月
九
日
条
に
、
銭
三
十
三
文
、
筆

一
管
墨

一
丁
を
胞
衣
と
と
も

に
壷

に

入
れ
る
こ
と
が
見
え
る
。
近
世
の
胞
衣
処
理
の
習
俗
に
、
男
子
は
官
吏
と
し

て
の
立
身
を
希

っ
て
墨
と
筆
を
、
女
子
は
良
妻
賢
母
を
希

っ
て
縫
針
を
胞
衣

壷
に
お
さ
め
る
地
方
が
あ
る
と
い
う
。

(31
)
小
島
俊
治

『奈
良
県
の
考
古
学
』
前
掲

頁
三
三
五

(32
)
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編

『太
安
萬
侶
墓
』
前
掲

頁
四
〇
ー
四
八

(33
)
前
掲
書

頁
六

(34
)

『延
喜
式
』
諸
陵
寮

に

「
田
原
西
陵

春
日
宮
御
宇
天
皇
、
在
大
和
国
添

上
郡

兆
域
東
西
九
町
南
北
九
町
守
戸
五
燗
」
と
あ
る
。

(35
)

『続
紀
』
延
暦
元

(七
八
二
)
年
正
月
六
日
条
、
お
よ
び
同
五

(七
八
六
)

年
十
月
二
十
八
日
条

(36
)
岸

俊
男

「万
葉
集
か
ら
み
た
新
し
い
遺
物

・
遺
跡
」
『前
掲
書
」
頁
八
十

九

(
37
)
前
掲
書

頁
八
十
九

(
38
)
角
田
文
衛

「
都
市
文
化
の
波
及
」

『奈
良
県
綜
合
文
化
調
査
報
告
書
ー
都

介
野
地
区
」

一
九
五
二
に
よ
る
と
安
萬
侶
墓
は
次

の
特
微
が
あ
る
。
θ
南
向

の
傾
斜
地
に

一
辺
約
十
二
尺
の
方
形
墓
墳
を
掘
る
。
墓
墳
底
は
ほ
ぼ
水
平
。

O
墓
墳
底
面
に
は
玉
石
を

一
重

に
、
粗
く
敷
く
。
θ
墓
墳
周
囲

に
炭
化
物
を

ま
じ
え
た
黒
色
土
を
積
む
。
⑳
墳
内
は
緻
密
良
質
の
粘
土

(厚
三
～
六
糎
)

と
木
炭

・
灰
を
交
互
に
積
み
、
固
く
叩
き
締
め
る
。
こ
れ
は
地
下
部
分
だ
け

で
な
く
、
地
上
は
円
丘
状
に
盛
り
上
げ
る
。
㊨
地
上

に
盛
り
上
げ
た
粘
土
盤

上
に
さ
ら

に
粘
土
が
半
球
状
に
突
き
固
め
ら
れ
、
そ
の
内
部

に
骨
櫃
と
墓
誌

が
お
さ
め
ら
れ
た
。
㊨

骨
櫃
の
精
確
な
位
置
は
不
詳
だ
が
、
墓
墳
中
央
よ
り

北
に
偏

っ
て
い
た
。
以
上
の
報
告

の
う
ち
、
⑳
㊨

は
版
築
工
法
を
示
す
。
O

の
掘
込
底
面
に
玉
石
を
粗
く
敷
く
こ
と
も
、
や
は
り
同
時
代
の
基
檀
建
築
の

掘
込
地
業
の
基
底
部
に
よ
く
見
る
工
法

で
あ
る
。
従

っ
て
、
○

の
掘
込
は
墓
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墳
で
は
な
く
、
掘
込
地
業

の
掘
形
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
安

萬
侶
墓
は
、
掘
込
地
業
を
行
い
、
墳
丘
を
版
築
し
た
火
葬
墓
と
考
え
る
。

(
39
)
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
分
室
編

『奈
良
県
天
理
市
杣
之
内
火
葬
墓
』

(考
古
学
調
査
研
究
中
間
報
告
七
号
)

一
九
八
三

(40
)
角
田
文
衛

「都
市
文
化
の
波
及
」

と
『
前
掲
書
』頁
四
二
九

つ

け

の

(41
)

『
都
介
野
村
史
』

一
九
五
六

頁

二
十
四
註
四

(42
)
小
島
俊
治

「天
理
市
福
住
町
鈴
原
出
土
骨
壷
」

『奈
良
県
文
化
財
調
査
報

告
書
」
第
七
集

一
九
六
四
、
頁
十
四
1
↑
五

(
43
)

『都
介
野
村
史
」
前
掲

頁
二
十

四
註
五

(
44
)
中
村
春
寿

「鹿
苑
並
飛
火
野
の
祭

祀
遺
跡
」

『春
日
大
社
古
代
祭
祀
遺
跡

調
査
報
告
』

一
九
八

一

頁
九

(
45
)
末
永
雅
雄

・
尾
崎
彦
仁
男

「
春
日
山
古
墓
の
調
査
」

『奈
良
県
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
調
査
抄
報
』
第
二
号

一
九
五
四

頁

一
-
二
十
、
特

に
二
十

(46
)
中
村
春
寿

「鹿
苑
付
近
の
祭
祀
遺
跡
の
調
査
」

『
前
掲
書
」
頁
十
六
1
十

七

(47
)
墓
誌
は
、
こ
の
竜
王
塚
の
地
下
○

・
六
米
か
ら
明
治
五

二

八
七
二
)
年

発
見
。
伴
出
遺
物
、
墓
の
構
造
は
不
詳
。
墓
の
周
辺
は
現
在
大
幅
に
地
下
げ

さ
れ
、
住
宅
街
と
な

っ
て
墓
の
み
が
独
立
丘
の
よ
う
に
そ
び
え
て
い
る
。

な
お
、

一
九
八
四
年

一
月
に
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
再
調
査
し
た
。

(48
)
若
林
勝
邦

「美
努
岡
万
連
墓
誌
の
発
見
」
考
古
界
第
二
巻
九
号

一
九
〇

三

頁
五
三
二
ー
五
三
四

(49
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
日
本
古
代
の
墓
誌
』

一
九
七
七

頁
九
十

(50
)
同
上
書

頁
九
十
ー
九
十
二
、
内
務
省

「行
基
墓
」

『奈
良
県

に
お
け
る

指
定
史
蹟
』

一

(
51
)
中
井

一
夫

「稗
田
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」

『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』

一

九
七
七
年
度

所
収

図
版

一
、
奈
良
時
代
川
路
の
推
定
復
原
図

(
52
)
同
上
書

頁
七
十
五

(
53
)

『
日
本
二
代
実
録
」
巻
二
十

貞
観
十
三
年
閏
八
月
二
十
八
日
条

(
54
)
須
・磨
千
頴

「
山
城
国
紀
伊
郡
の
条
里
に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌
第
六
十
五
編

四
号

一
九
五
二

頁
六
十
七
ー
七
十
五

(
55
)

「餐
河
原
」

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』

一
九
五
五

増
訂
版

頁

一
四
二
三

(
56
)
ち
な
み
に
、
稗
田
遺
跡
か
ら
北
西
約
○

・
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
西
二
坊
大

路

の
南
延
長
線
上
に
あ
た
る
現
大
和
郡
山
市
天
井
町
に
は
、

「父
六
」

「細

道
」
の
字
名
が
あ
る
。

「父
六
」
は
添
下
郡
京
南
三
条
二
里
六
坪
に
、

「細

道
」
は
同
十
七
坪

に
あ
た
る

(橿
原
考
古
学
研
究
所
編

『大
和
国
条
里
復
原

図
』
酷
33

(
57
)
喜
田
貞
吉
博
士
は
、

「
西
大
寺
蔵
平
城
京
北
班
田
図
」
を
も
と
に
、
平
城

京
西
二
坊
大
路
を
佐
紀
大
路

・
佐
伊
大
路
と
呼
び
、
平
安
京
佐
比
大
路
の
名

称
は
平
城
京
の
そ
れ
を
移
し
た
か
と
推
定
し
て
い
る
。

「本
邦
都
城

の
制
」

『喜
田
貞
吉
全
集
」
第
五
冊
所
収

頁
三
〇
五
ー
三
〇
六

(
58
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
東
堀
河
-
左
京
九
条
三
坊
の
調
査
』

一
九
八
三

頁
三
十
二

廃
都
後
の
投
棄
の
可
能
性
も
あ
る
。
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(59
)

『
続
紀
』
神
護
景
曇
三

(七
六
九
)
年
五
月
十
九
日
条

(
60
)
堀
井
堪

一
郎

・
伊
達
宗
泰

「
平
城
京
域
内
河
川
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る

研
究
」

『平
城
京
の
復
原
保
存
計
画

に
関
す
る
調
査
研
究
』

一
九
七
二

所

収

こ
こ
で
は
、
佐
保
川
が
外
京
を
流
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
61
)
岸

俊
男

「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」

『藤
原
宮
」

(奈
良
県
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
十
五
冊
)

一
九
六
九

所
収

頁

一
二

四
註
五

(62
)
秋
山
日
出
雄

・
網
干
善
教

『史
跡
中
尾
山
古
墳
環
境
整
備
事
業
報
告
書
」

一
九
七
五

(
63
)
網
干
善
教

.
猪
熊
兼
勝

・
菅
谷
文

則

『真
弓

マ
ル
コ
山
古
墳
」

一
九
七
八

(64
)
網
干
善
教

『史
跡
牽
牛
塚
古
墳
ー

環
境
整
備
事
業

に
お
け
る
事
前
調
査
報

告
」

一
九
七
七

(65
)

『
万
葉
集
」
巻
二
ー

一
九
四

・
一
九
五
に
川
島
皇
子
を
越
智
野

に
葬
る
時

の
歌
と
あ
る
。
皇
子
の
没
年
は
日
本
紀
を
引
き
、
朱
鳥

五

(六
九

一
)
年
と

あ
る
。

(
66
)
泉
森

咬

「文
祢
麻
呂
墓
推
定
地
」

『大
和
を
掘
る
ー

一
九
八

一
年
度
発

掘
調
査
速
報
展
」

一
九
八
二

頁
二
十
-
二
十

一

(67
)
帝
室
博
物
館

『天
平
地
宝
』

一
九
三
七

頁
二
十
八
及
び
図
版
二
十

一
、

二
十
四
。
年
代
に
つ
い
て
は
西

弘
海
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

(
68
)
柿
本
人
磨
は
生
没
年
不
詳
だ
が
、

大
和
に
お
い
て
は
浄
御
原
宮

・
藤
原
宮

が
活
躍

の
舞
台

で
、
八
世
紀
初
頭
に
は
世
を
去
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(久

松
潜

一
「柿
本
人
磨
の
作
品
」

武
田
祐
吉

「柿
本
人
磨
評
伝
」

『萬
葉
集

大
成

・
作
家
研
究
篇
」
上
)
所
収

(
69
)
猪
熊
兼
勝

「
飛
鳥
墓
室
の
系
譜
」
『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
研
究
論
集
」

皿

一
九
六
七

所
収

頁
五
十
四
ね

(
70
)
藤
井
利
章

「
橿
原
市
久
米
ジ
ガ
ミ
子
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」

『
奈
良
県
遺

跡
調
査
概
報
」

一
九
八
〇
年
度

頁
三
二
九
ー
三
四
三

(
71
)
水
木
要
太
郎

「威
奈
大
村
墓
」

『
奈
良
県
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
」
第

一

回

頁
二
十
-
二
十
二

(72
)
網
干
善
教

「北
葛
城
郡
香
芝
町
穴
虫
火
葬
墓
」

『奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
調
査
抄
報
」
第
十
二
輯

一
九
五
九

(73
)
島
田

暁

「北
葛
城
郡
当
麻
村
大
字
加
守

・
金
銅
骨
壷
出
土
地
」

『奈
良

県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
抄
報
』
第
九
輯

一
九
五
六

頁
四
十
五
ー

四
十
九

(
74
)
白
石
太

一
郎

「馬
見
丘
陵
に
お
け
る
古
墳

の
分
布
」

『
馬
見
丘
陵

に
お
け

る
古
墳

の
調
査
』
(奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
十
九
冊
)

一
九
七
四

所
収

頁
十
四

(
75
)
最
近
で
は
、
同
様
の
観
方
を
と
る
説
が
ふ
え
て
い
る
。
例
え
ば
岡
野
慶
隆

「奈
良
時
代

に
お
け
る
氏
墓
の
成
立
と
実
態
」
古
代
研
究
十
六
号

一
九
七

九

及
び
註
9
参
照

(76
)
賀
梓
城

「
"関
中
唐
十
八
陵
"
調
査
記
」
文
物
資
料
叢
刊
三
号

一
九
八

一

頁

一
三
九
-

一
五
三
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(
77
)
同
上

及
び
、
陳
西
省
文
物
管
理
委
員
会

「建
国
以
来
陳
西
省
文
物
考
古

的
収
穫
」

『文
物
考
古
工
作
二
十
年
」

(
日
本
語
訳

『
中
国
考
古
学

三
十

年
』
)
所
収

頁

=
二
四

(
78
)
賀
梓
城

『前
掲
書
』

頁

一
五

一
付
表
四

(
79
)
同
上
書

頁

一
四
五

(80
)
陳
西
省
考
古
研
究
所

「唐
順
陵
勘
査
記
」
文
物

一
九
六
四
年

一
号

頁
二

卜
四
ー
三
十
九

(81
)
陳
西
省
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

「陳
西
威
陽
唐
蘇
君
墓
発
掘
」
考
古

一

九
六
三
年
九
号

頁
四
九
二
i
四
九

八

・
四
八
五

(82
)
註
(77
)
に
同
じ
。
な
お
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
研
究
室
が
発
掘

報
告
し
た
階
唐
墓
が
約

一
七
五
基
あ
り
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
二

一
七
五
基

と
な
る
。
こ
の
様

に
、
唐
代
の
墓
が
多
い
理
由
は
、
人
口
が
多
か

っ
た
こ
と

が
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
以
下
の
湯
浅
幸
孫
教
授
の
指
摘
も
見
逃

せ
な
い
。

湯
浅
教
授
に
よ
る
と
、

馴漢
か
ら
階
唐
の
交
ま
で
は
退
官
し
た
官
吏
は
皆

な
本
籍
地
に
帰
り
、
任
地
で
卒
し
た
も
の
も
祖
墳

に
葬
ら
れ
る
の
が
通
例
で

あ
る
が
、
唐
宋
の
士
大
夫
は
任
官
し
て
任
地
で
卒
す
る
と
、
そ
こ
で
葬
り
、

終
身
そ
の
郷
に
帰
ら
ず
、
子
孫
は
そ

の
地
に
寄
寓
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
明
初
に
廻
避
の
法
が
興
り
、
又
科
挙

の
籍
が
固
定
し
た
た
め
退
官
し
た
官

吏
は
皆
な
本
籍
地
に
帰
る
よ
う
に
な
り
唐
宋
以
来
の
十
大
夫
流
寓
の
風
は
漸

く
止
む
に
至

っ
た
」
同
教
授

「地
券
徴
存
考
繹
」
中
国
史
想
史
研
究

第
四

号

一
九
八

一

所
収

頁
三
三

(83
)
武
伯
論

「唐
万
年

・
長
安
県
郷
里
考
」
考
古
学
報

で
九
六

三
年

二
号

頁
八
十
七
ー
九
十
九

こ
の
論
文
は
、
武
氏

「唐
長
安
郊
区
的
研
究
」
文
史

第
三
号

一
九
六
三

・
一
〇

の
う
ち
、
該
当
す
る
部
分
を
転
載
し
た
も
の

の
と
い
う
。

(84
)
愛
后

元

「唐
代
両
京
郷
里
村
考
」
東
洋
史
研
究
第
四
〇
巻
三
〇
号

一
九

八

一

頁
二
十
八
-
六
十
九

愛
后
氏
が
引
用
さ
れ
た
書
目
の
主
要
な
も
の

は
以
F
で
あ
る
。
文
苑
英
華
、
関
中
金
石
文
字
存
逸
考
、
金
石
華
編
、
唐
文

拾
遺
、
続
陳
西
通
志
稿
、
古
誌
石
華
、
同
続
編
、
八
慶
室
金
石
補
正
、
萄
齋

蔵
石
記
、
金
石
彙
目
分
編
、
呂
和
叔
文
集
、
嘉
慶
威
寧
縣
志
、
長
安
志
。
後

述
の
如
く
、
長
安
と
平
城
京
の
葬
地
を
比
較
検
討
す
る
為

に
は
、
長
安
に
お

け
る
墳
墓
は
七
世
紀
か
ら
せ
め
て
八
世
紀
初
頭
程
度

に
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
小
稿
で
は
資
料
の
制
約
上
、
長
安
の
そ
れ
は
唐
代
全
部
を
含

ん
で
い
る
。

(85
)
愛
后
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
ご
と
く
、
中
国
々
内
の
詳
細
な
地
図
は
未
公

表
で
、
地
名
が
明
ら
か
で
な
い
上

に
、
発
掘
報
告
で
も
発
見
地
を
図
示
す
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
愛
后
氏

の
業
蹟
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
86
)
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所

『西
安
郊
区
階
唐
墓
」

(中
国
田
野
考
古
報
告

集
考
古
学
専
刊
丁
種
第
十
八
号
)

一
九
六
六

お
よ
び
、
民
国
作
成
五
万
分

之

一
地
形
図

「西
安
」
に
よ
る
。

(87
)
同
上
書

頁
九
十

一
『旧
唐
書
」
巻
五
二
に
よ
る
と
、
粛
宗
の
章
敬
皇
后

呉
氏
は
開
元
二
八

(七
四
〇
)
年
没
後
、
春
明
門
外
に
葬
ら
れ
、後

に
建
陵

に
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附

葬

す

と

あ

る

。

(
88

)

民

国

作

成

五

万
分

之

一
地
形

図

「
西

安

」

に

よ

る
。

(
89

)

註

87
所

引

文

献

。

の
ほ
る

(90
)
仁
井
田
陞

『唐
令
拾
遺
」

一
九
三
三

頁
八
四

一

(91
)
曽
化
丹

「洛
陽
発
現
鄭
開
明
二
年

墓
」
考
古

一
九
七
八
年
三
号

(92
)
洛
陽
博
物
館

「洛
陽
関
林
59
号
墓
」
考
古

一
九
七
二
年
三
号
頁
三
十
二

ー
三
十
四

特
に
三
十
二

(
93
)
李
献
奇

「洛
陽
清
理

一
座
唐
墓
」
文
物

一
九
六
五
年
七
号

頁
五
十
五

中
国
里
は

一
里
五
七
六
米
。
従

っ
て
五
里
は
こ

・
八
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

(
94
)
洛
陽
市
文
物
工
作
隊

「洛
陽
龍
門
唐
安
菩
夫
婦
墓
」
中
原
文
物

一
九
八
二

年
三
期

頁
二
十

一
-
二
十
六

・
十
四

(
95
)
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊

二

九
五
五
年
洛
陽
澗
西
区
北
朝
及
階
唐
墓

葬
発
掘
報
告
」
考
古
学
報

一
九
五
九
年
二
号

頁
九
十
五
i

一
〇
七

(
96
)
愛
后

元
氏
が
引
用
さ
れ
た
書
目
は
以
下
の
通
り
、
芒
洛
家
墓
遺
文
、
同

続
補
、
元
氏
長
慶
集
、
干
唐
誌
齋
蔵
石
目
録
、
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
繹

註

(
85
)
と
重
複
す
る
書
目
は
略

(
97
)
愛
后

元
氏
は
、
洛
陽
の
郷
名
比
定
が
長
安
よ
り
遥
か
に
困
難
で
あ
る
と

述

べ
て
お
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

「洛
陽
城
内
は
、
銃
徳
坊

に
治
所
を
置
く
洛

陽
縣
が
洛
水
以
北
を
、
寛
政
坊
に
治
所
を
置
く
河
南
縣
が
洛
水
以
南
を
、
そ

れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
が
、
禁
苑
地
区
で
あ
る
西
部
を
除
き
、
郊
区

に
つ
い
て
両

縣
の
管
轄
区
分
が
は
な
は
だ
明
確
さ
を
欠
き
、
同
名
郷
が
し
ば
し
ば
両
縣
管

下

に
見
え
、
こ
の
馳

に
お
い
て
も
長
安
郊
区
に
比
し
て
位
置
比
定

に
お
け
る

困
難
さ
を
倍
加
し
た
」

「
唐
代
両
京
郷
里
村
考
」
前
掲
書

頁
四
十
五

愛
后
氏
は
、
金
谷
郷
を
洛
陽
老
城
の
東
北
に
復
原
さ
れ
た
。
同
氏
が
引
用
さ

れ
た
洛
陽
十
六
工
区
七
十
六
号
唐
墓
出
土
の
墓
誌
二
例

に
は

「河
南
縣
金
谷

郷
澱
水
之
…
」

「遷
工」
河
南
府
河
南
県
金
谷
郷
…
」
と
あ
る
。

(河
南
省
文

化
局
文
物
工
作
隊
第
二
隊

「洛
陽
十
六
工
区
七
十
六
号
唐
墓
清
理
簡
報
」
文

物
参
考
資
料

一
九
五
六
年
五
号
、
頁
四
十

一
-
四
十
四
、
特
に
四
十
四
。
こ

の
洛
陽
十
六
工
区
は
、
王
与
綱

・
趙
国
壁

「洛
陽
十
六
工
区
清
理
唐
墓
一座
」

文
物
参
考
資
料

一
九
五
六
年
十
二
号

頁
七
十
七
に

「
在
洛
陽
老
城
西
二
十

五
里
澗
河
南
岸
秦
嶺
北
麓

(編
為
十
六
工
区
)
」
と
あ
る
。
金
谷
郷
は
洛
陽

老
城
の
西
に
復
原
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
く
考
え
る
と
、
後
述
の
洛

陽
城
西
の
禁
苑
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

(
98
)
黄
展
岳

「中
国
西
安
洛
陽
漢
唐
陵
的
調
査
与
発
掘
」
考
古

一
九
八

一
年
六

号

頁
五
三

一

五
三
八
、
特
に
五
三
六

(
99
)
和
田

葦

「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
と
葬
地
」

『前
掲
書
』

頁
三
八
九

(
oo
)
岡

大
路

『支
那
宮
苑
園
林
史
孜
』

一
九
三
八

頁
三
十
九
、
九
十
四

(0
)
た
と
え
ば
、
徐
松

『唐
両
京
条
坊
孜
』
巻

一

1(02
)
河
上
邦
彦

「松
林
苑
の
確
認
と
調
査
」
奈
良
県
観
光
新
聞
二
七
七
号

一

九
七
九

(
03
)
田
中
哲
雄

「平
城
京
と
宮

の
庭
園
遺
跡
」

『平
城
宮
北
辺
地
域
発
掘
調
査

1
報
告
書
」

一
九
八

一

頁
十
七
-
十
九
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(
04
)
こ
の
点
は
す
で
に
関
野

貞
博
士

が
指
摘
し
て
い
る
。
関
野

貞

『平
城

京
及
大
内
裏
考
」

(東
京
帝
国
大
学
紀
要
工
科
第
参
冊
)

一
九
〇
し

頁

一

五
六

一
五
ヒ

ら
(
0
)

一
九
八
三
年
七
月
七
日
、
橿
原
考

古
学
研
究
所
に
お
け
る
「禁
苑
研
究
会
」

1
で
の
発
言
。

　(0
)
同
様
の
こ
と
は
岸

俊
男
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
岸

俊
男

「
日
本
の

古
代
宮
都
」

(
N
H
K
大
学
講
座
)

一
九
八

一

頁

ご

」六
ー

一
二
七

(07

『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

」
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井
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東
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西
薬
師
寺
木
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南
自
井

一
段
許
退
於
北
大
河
之
限
」
と
あ
る

『大
日

本
古
文
書
」
第
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五
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)
平
安
京
の
禁
野
は
、
福
山
敏
男
氏

や
高
橋
康
夫
氏
に
よ
る
と
、

『政
事
要

略
』
巻
L
ト

に

「
可
禁
制
宮
城
以
北
山
野
事
」

東
限
園
池
司
東
大
道

西
限
野
寺
東

四
至
南
限
宮
城
以
北

北
限
霊
厳
寺

と
あ
る
も

の
に
該
当
し
、
高
橋
氏
の
復
原
案
を
地
図
上
に
計
測
す
る
と
、
東

西
約

一
・
ニ
キ
ロ
メ
i
ト
ル
、
南
北
約
四
キ

ロ
メ
i
ト
ル
の
規
模
と
な
る
。

福
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敏
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寺
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研
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「
平
安
京
と
そ
の
北
郊

に
つ
い
て
」

『
日
本

建
築
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会
論
文
報
告
集
』
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(
0
)

『
日
本
霊
異
記
」
中
巻
第
四
十
話

に
、
橘
奈
良
磨

の
奴
が
諾
楽
山
で
鷹
狩

を
し
た
折
、
狐
の
子
を
串
刺
し
に
し
、
後
に
報
復
を
受
け
た
話
が
あ
る
。
禁

苑
の
機
能
の

一
つ
が
狩
猟
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
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)
歌
姫
瓦
窯
や
音
如
ケ
谷
瓦
窯
な
ど
四
カ
所
の
瓦
窯
と
工
房
跡
な
ど
が
あ
る

『
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良
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ー
平
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ニ
ュ
ー
タ
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)
に
は
、
西
安
郊
区
の
東

・
西

・
南
に
南
窯
や
北
窯
の
村
名
が
あ
る
。
こ

れ
は
唐
代
に
傳
瓦

・
陶
器
を
専
門
的
に
焼
い
て
い
た
村
名
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
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縛
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」
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平

安

京

の
北

郊

に
は

、

多

く

の
官

瓦

窯

が

知

ら

れ

て

い

る
。

そ

の
う

ち

、

す
み
の
や
し
ろ

す
み
の
や
し
ろ

平
安
京
創
建
時
の
瓦
窯

で
あ
る
鎮
守
庵
瓦
窯
、
角
社
東
群
瓦
窯
、
角
社
西
群

瓦
窯
は
、
註
(
08
)の
禁
野
の
範
囲

に
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
瓦
窯

に
つ
い
て

ー

は
古
代
学
協
会

『
西
賀
茂
瓦
窯
跡
」

(平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
四
号
)

一
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七
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　(11
)
小
稿
で
想
定
し
た
禁
苑

に
含
ま
れ
る
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
大
字
大
畠
で

は
、
堀
立
柱
建
物
群
や
井
戸
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
木
津
町
教
育
委
員

会

『
大
畠
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
」

一
九
八
三
、

こ
う
し
た
遺
構
の
性
格
に

つ
い
て
は
、
禁
苑
に
伴
う
施
設
と

い
う
観
点
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
第
五
節
の
要
旨
の

一
部
は
、
拙
稿

「平
城
宮
ー
都
城
発
掘
史
七
」
月

刊
文
化
財

一
九
八
三
年
八
月
号

頁

三
五
f
四
二

に
お
い
て
述
べ
た
。

追

記
校
正
の
段
階
で
、
平
城
京
右
京

一
条
四
坊
八
坪
の

「
称
徳
天
皇
山
荘
」
推

定
地
に
あ
た
る
西
大
寺
竜
王
町
か
ら
、平
安
初
期
の
火
葬
墓
が
発
見
さ
れ
た
。

ま
た
、
杉
山
洋
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
、

「松
林
苑
」

に
含
ま
れ
る
奈
良
市
歌

姫
町
ト
ビ
ガ
ミ
ネ
古
墳
の
近
辺
で
火
葬
蔵
骨
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。

一
九
八
〇
年
三
月
二
二
日
付
読
売
新
聞
。
な
お
、
こ
の
蔵
骨
器
に
つ

い
て
は
藤
井
利
章
氏

の
御
教
示
を
得
た
。
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